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村内あちらこちら

　山
口
県・島
根
県
で
記
録
的
豪
雨

に
よ
り
、土
砂
崩
れ
や
浸
水
な
ど

で
、死
傷
者
や
行
方
不
明
者
が
出
ま

し
た
。気
象
庁
で
は
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
を
発
表
し
、最
大
級
の

警
戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
　
　
　

　い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
自
然
災
害
で
す
。私
た
ち
も
日

頃
か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め
、万
が

一の
と
き
に
備
え
て
お
く
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

（
晃
）

 7月26日　馬路・魚梁瀬保育所合同宿泊保育

6月22日　虫送り（日浦地区）

6月22日　第9回ケロケロ祭り（魚梁瀬多目的施設）

7月5日　夕涼み会（魚梁瀬保育所）

7月28日　中芸消防大会（奈半利町）

防災特集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２・３

健康教室・家庭医道場 ・・・・・・・・・・・４

訪問リハビリテーション・馬路村俳壇 ・・５

おらが村の学校便り ・・・・・・・・・・６・７

議会だよりNo.133 ・・・・・・・・・・・・８・９

ベンジャミンからショーンへ ・・・・・１０・１1

赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り ・・・・１２

馬路村診療所通信 　～今日はどういたがで？～・・１３

役場職員の給与 ・・・・・・・・・・・・・・１４

栃谷新ろ過池完成 ・・・・・・・・・・・・・１５

安田川漫歩 （2） ・・・・・・・・・・・１６・１７

お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

村内あちらこちら・村のできごと ・・・・２０

 5 日 夕涼み会（魚梁瀬保育所）

13日 夕涼み会（馬路保育所）

17日 校内水泳記録会（馬路小学校）

20日 フェスティバル魚梁瀬

  校内水泳記録会（魚梁瀬小学校）

21日 参議院議員通常選挙

25日 中芸地区水泳記録会（安田小学校）

26日 馬路・魚梁瀬保育所合同宿泊保育

28日 中芸消防大会（奈半利町）

 1 日 安田川鮎漁解禁

 2 日 高知県総合防災訓練（奈半利町・馬路村）

 8 日 家庭医道場in馬路村（～9日）

 9 日 村内一斉清掃

13日 6月定例議会（～19日）

14日 狂犬病予防注射

22日 虫送り（日浦地区）

22日 第9回ケロケロ祭り（魚梁瀬多目的施設）

6月

7月

編
集
後
記

24

いつでも馬路に帰ってきてね！！

馬
路
保
育
所

▶

ありがとう　ベン先生ありがとう　ベン先生ありがとう　ベン先生ありがとう　ベン先生



　
高
知
県
で
は
、大
雨
や
洪
水
な

ど
の
影
響
で
引
き
起
こ
る
、が
け
崩

れ
や
河
川
の
氾
濫
を
防
止
す
る
た

め
治
水
工
事
な
ど
の
防
災
対
策
を

行
って
い
ま
す
。

　
し
か
し
、ど
ん
な
に
対
策
を
行
っ

て
い
て
も
、自
然
の
力
が
勝
れ
ば
、

災
害
は
発
生
し
ま
す
。

　
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

は
、一
人
一
人
が
災
害
に
対
す
る
備

え
を
し
て
お
き
、危
険
を
感
じ
た

ら
早
め
に
避
難
す
る
自
主
的
な
行

動
が
重
要
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、「
防
災
気
象
情

報
」が
役
立
ち
ま
す
。

　
大
雨
や
台
風
は
、あ
る
程
度
予

測
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
る
注
意

報
や
警
報
、そ
の
他
の
気
象
情
報

を
活
用
し
て
、早
め
早
め
の
行
動

を
と
る
こ
と
が
、自
分
や
家
族
の
命

を
守
り
ま
す
。

　
馬
路
村
で
は
、気
象
庁
が
発
表

す
る
警
報
な
ど
を
受
け
て
、有
線

放
送
で
住
民
の
皆
さ
ま
に
周
知
し

て
い
ま
す
。

　
高
知
県
で
は
、マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
ク
ラ

ス
の
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た

場
合
、津
波
や
建
物
倒
壊
で
死
者
が
最
大
4

万
2
千
人
に
上
る
と
被
害
想
定
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
。　
　（
5
月
15
日
高
知
県
発
表
）

　
馬
路
村
防
災
計
画
で
は
、
津
波
で
は
な

く
地
震
に
よ
る
建
物
倒
壊
の
下
敷
き
な
ど

に
よ
り
お
よ
そ
20
人
が
亡
く
な
り
、
90
人

が
負
傷
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
地
震
に
よ
る
建
物
倒
壊
で
の
死
者
や
負

傷
者
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
1
日
の
う
ち
で

多
く
の
時
間
を
生
活
し
て
い
る
住
宅
の
耐

震
化
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
高
知
県
や
馬
路
村
で
は
、
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
・
設
計
・
改
修
工
事
や
家
具
転

倒
防
止
器
具
に
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

　
自
分
や
家
族
の
生
命
を
守
る
た
め
に
も

住
宅
の
耐
震
化
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

・持
って
お
き
た
い
も
の

笛　
閉
じ
込
め
ら
れ
た
と
き
、

居
場
所
を
知
ら
せ
る
た
め

大
き
な
ハン
カ
チ

　
マ
ス
ク
や
包
帯
と
し
て
使

う
た
め

　
高
知
県
に
登
録
し
た
耐
震

診
断
士
が
、現
地
調
査
を
行

い
診
断
し
ま
す
。

診
断
費
用

　
自
己
負
担
3
千
円

　
耐
震
改
修
設
計
書
に
基
づ

き
、耐
震
改
修
工
事
を
実
施

し
ま
す
。

補
助
金
額

　
改
修
工
事
に
か
か
っ
た
費

用
に
対
し
て
90
万
円
を
上
限

　
診
断
の
結
果
、倒
壊
の
恐

れ
が
あ
る
と
判
定
さ
れ
た
住

宅
を
所
定
の
基
準
以
上
の
住

宅
に
す
る
た
め
、設
計
士
が

設
計
書
を
作
成
し
ま
す
。

補
助
金
額

　
改
修
設
計
に
か
か
っ
た
費

用
の
3
分
の
2
の
額
20
万
円

を
上
限

　
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
機・乾
電
池
式
と
非

常
用
電
話
機（
送
信
用
）を
整
備
し
ま

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、地
震
な
ど
が
発
生
し
各

地
区
が
孤
立
し
た
場
合
に
、被
災
状
況

の
情
報
収
集
や
緊
急
連
絡
な
ど
の
通
信

が
可
能
と
な
り
、情
報
を
収
集・共
有
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

※
補
助
金
の
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課（
８
）４
４
│
２
１
１
１
ま
で

ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
特
別
警
報
」
は
、
現
在
の

警
報
よ
り
強
く
災
害
へ
の
警
戒

を
呼
び
か
け
る
情
報
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
数
十
年
に
一
度

し
か
な
い
よ
う
な
重
大
な
災
害

が
起
き
る
危
険
性
が
非
常
に
高

く
な
っ
た
と
き
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　
気
象
分
野
で
は
、
大
雨
と
暴

風
、
高
潮
、
波
浪
、
大
雪
そ
れ

に
暴
風
雪
の
６
種
類
の
「
特
別

警
報
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

特
別
警
報
発
表
の

目
安
と
す
る
指
標

　
高
知
県
総
合
防
災
訓
練
の
一
つ
と
し
て
、
馬
路
村
民

運
動
場
を
会
場
に
、
情
報
収
集
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
救
援

サ
イ
ン
を
送
る
た
め
の
訓
練
と
救
援
物
資
の
受
け
取
り

搬
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
自
主

防
災
組
織
の
代

表
者
19
人
と
村

民
約
50
人
が
見

学
す
る
中
、

「
S
O
S
」
と

「
シ
ョ
ク
リ
ョ

ウ
」
の
文
字
を

運
動
場
に
描
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、馬
路

村
が
孤
立
地
域

に
な
っ
た
場
合

の
救
援
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
災
害
発
生
時
に
は
、

道
路
が
山
崩
れ
な
ど
に
よ
り
各
地
区
が
孤
立
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
情
報
伝
達
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、救
援
サ
イ
ン
の
基
本
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

　

【
孤
立
地
域
支
援
訓
練
を
実
施
】▲村民運動場で文字を描く▲アマチュア無線機（乾電池式）▲非常用電話機（送信用）

建
物
倒
壊
を
防
ぐ

木
造
住
宅
へ
の
耐
震
化
補
助
金

地
震
が
発
生
す
る
前
に

各
会
館
に
災
害
時
の
情
報
伝
達

　
　
　
　
　
　
　
　手
段
の
整
備

特別警報の詳細は、下記の気象庁ホームページで確認できます。
http://www.jma.go.jp/　　

・日
常
用
意
し
て
お
き
た
い
も
の

水新聞紙

リュックサック
携帯ラジオ

通帳・印鑑・カード
お金

救急セット

油性マジック

毛布

服ウエットティッシュ非常食

ガムテープ ロープ簡易トイレヘルメットポリ袋ラップ

防
災

特
集

救
援
サ
イ
ン
の
基
本
的
な
書
き
方

（
表
示
例
）

・
１
文
字
の
大
き
さ
　
４
ｍ
×
４
ｍ
程
度

・
字
の
太
さ
　
30
㎝
程
度

・
文
字
の
間
隔
　
１
ｍ
程
度

平成25年8月30日午前0時に運用を開始

特別警報（一覧一部抜粋）

※発表にあたっては、降水量、積雪量、台風の中心気圧、最大風
速などについて過去の災害事例に照らして算出した客観的な指
標を設け、これらの実況および予想に基づいて判断をします。
この〝数十年に一度〟の現象に相当する指標は気象庁ホーム
ページに掲載します。

現象の種類

大雨

暴風

特別警報の発表基準

気
象

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量とな
る大雨が予想され、もしくは、数十年に一度の強
度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になる
と予想される場合※

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧
により暴風が吹くと予想される場合※

　
３
時
間
、
48
時
間
雨
量
、

土
砂
災
害
の
危
険
性
を
示
す

指
数
を
基
準
と
し
て
50
年
に

一
度
の
数
値
（
地
域
ご
と
）

大
雨

6
月
2
日（
日
）
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度

し
か
な
い
よ
う
な
重
大
な
災
害

が
起
き
る
危
険
性
が
非
常
に
高

く
な
っ
た
と
き
に
発
表
さ
れ
ま

す
。

　
気
象
分
野
で
は
、
大
雨
と
暴

風
、
高
潮
、
波
浪
、
大
雪
そ
れ

に
暴
風
雪
の
６
種
類
の
「
特
別

警
報
」
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

特
別
警
報
発
表
の

目
安
と
す
る
指
標

　
高
知
県
総
合
防
災
訓
練
の
一
つ
と
し
て
、
馬
路
村
民

運
動
場
を
会
場
に
、
情
報
収
集
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
救
援

サ
イ
ン
を
送
る
た
め
の
訓
練
と
救
援
物
資
の
受
け
取
り

搬
出
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
村
内
の
自
主

防
災
組
織
の
代

表
者
19
人
と
村

民
約
50
人
が
見

学
す
る
中
、

「
S
O
S
」
と

「
シ
ョ
ク
リ
ョ

ウ
」
の
文
字
を

運
動
場
に
描
き

ま
し
た
。

　
今
回
は
、馬
路

村
が
孤
立
地
域

に
な
っ
た
場
合

の
救
援
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
災
害
発
生
時
に
は
、

道
路
が
山
崩
れ
な
ど
に
よ
り
各
地
区
が
孤
立
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
情
報
伝
達
の
方
法
の
一
つ
と
し

て
、救
援
サ
イ
ン
の
基
本
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

高
知
県
総
合
防
災
訓
練

　

【
孤
立
地
域
支
援
訓
練
を
実
施
】▲村民運動場で文字を描く▲アマチュア無線機（乾電池式）▲非常用電話機（送信用）

建
物
倒
壊
を
防
ぐ

木
造
住
宅
へ
の
耐
震
化
補
助
金

地
震
が
発
生
す
る
前
に

各
会
館
に
災
害
時
の
情
報
伝
達

　
　
　
　
　
　
　
　手
段
の
整
備

特別警報の詳細は、下記の気象庁ホームページで確認できます。
http://www.jma.go.jp/　　

・日
常
用
意
し
て
お
き
た
い
も
の

水新聞紙

リュックサック
携帯ラジオ

通帳・印鑑・カード
お金

救急セット

油性マジック

毛布

服ウエットティッシュ非常食

ガムテープ ロープ簡易トイレヘルメットポリ袋ラップ

防
災

特
集

救
援
サ
イ
ン
の
基
本
的
な
書
き
方

（
表
示
例
）

・
１
文
字
の
大
き
さ
　
４
ｍ
×
４
ｍ
程
度

・
字
の
太
さ
　
30
㎝
程
度

・
文
字
の
間
隔
　
１
ｍ
程
度

平成25年8月30日午前0時に運用を開始

特別警報（一覧一部抜粋）

※発表にあたっては、降水量、積雪量、台風の中心気圧、最大風
速などについて過去の災害事例に照らして算出した客観的な指
標を設け、これらの実況および予想に基づいて判断をします。
この〝数十年に一度〟の現象に相当する指標は気象庁ホーム
ページに掲載します。

現象の種類

大雨

暴風

特別警報の発表基準

気
象

台風や集中豪雨により数十年に一度の降雨量とな
る大雨が予想され、もしくは、数十年に一度の強
度の台風や同程度の温帯低気圧により大雨になる
と予想される場合※

数十年に一度の強度の台風や同程度の温帯低気圧
により暴風が吹くと予想される場合※

　
３
時
間
、
48
時
間
雨
量
、

土
砂
災
害
の
危
険
性
を
示
す

指
数
を
基
準
と
し
て
50
年
に

一
度
の
数
値
（
地
域
ご
と
）

大
雨

6
月
2
日（
日
）

広報うまじ272号 ̶̶̶̶（3 　 広報うまじ272号 ̶̶̶̶（2

改修 設計 診断
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馬
路
村
で
は
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
、働
き
盛
り
の
若
い
と
き

に
健
康
問
題
を
抱
え
、年
齢
を

重
ね
て
重
症
化
し
て
し
ま
う
例

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、健
康
福
祉
課
で
は
、

◆
健
康
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

　
持
つ

◆
普
段
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

　
改
善
す
べ
き
こ
と
を
実
行
す
る

こ
と
を
目
標
に
、健
康
教
室
を
毎

月
第
２
木
曜
日
の
午
後
６
時
か

ら
約
１
時
間
程
度
行
って
い
ま
す
。

※
参
加
者

　
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
、特
定

健
診
の
保
健
指
導
対
象
者
、診

療
所
に
通
院
し
て
い
る
方
、村
内

団
体・企
業
か
ら
推
薦
を
い
た
だ

い
た
方
々
。

※
講
師

　
診
療
所
医
師
、看
護
師
、理
学

療
法
士
、中
芸
広
域
連
合
保
健

福
祉
課
の
管
理
栄
養
士
な
ど
。

　
１
回
目
は
、６
月
13
日
に
開
催
。

こ
の
日
は
、身
長
、体
重
、血
圧
な

ど
の
測
定
の
後
、盛
實
医
師
か
ら

「
糖
尿
病
」に
つい
て
重
症
化
す
る

ま
で
自
覚
症
状
が
な
く
、気
づ
い

た
と
き
に
は
合
併
症（
腎
臓
病
、

視
覚
障
害
な
ど
）が
進
行
し
て
い

る
怖
さ
な
ど
、特
徴
や
症
状
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て

治
療
と
し
て
、食
事
療
法
、運
動

療
法
に
つい
て
詳
し
く
解
説
が
あ

り
、参
加
者
は
生
活
習
慣
改
善
の

た
め
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
、7
月
11
日
に
開
催
。

血
糖
値
を
調
べ
る
た
め
採
血
を

行
い
普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、

自
分
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

実
践
で
き
そ
う
な
目
標
を
作
り

ま
し
た
。例
え
ば「
食
事
は
野
菜

を
中
心
と
し
、炭
水
化
物
の
量
を

減
ら
す
」「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ら
30

分
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ら
15
分
を
毎

日
取
り
組
む
」（
20
歳
代
男
性
）、

「
間
食
を
や
め
る
」（
50
歳
代
女

性
）な
ど
、参
加
者
の
決
意
が
確

認
で
き
ま
し
た
。目
標
達
成
の
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
い
、本
気
で

取
り
組
ん
で
い
く
心
構
え
を
再

確
認
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
日
本
は
糖
尿
病
大
国
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
患
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。ま
た
、年
間
約
1
万
4
千
人

が
糖
尿
病
関
連
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
の
実
践
が
広
が
り
、

健
康
意
識
を
持
っ
て
生
活
す
る

人
が
増
え
、ご
自
分
の
健
康
課
題

に
取
り
組
み
た
い
方
、健
康
に
関

す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
　

保
健
師
　
安
田
　
あ
ゆ
み

☎（
８
）４
４
―
２
１
１
２

▲1回目の教室（参加者26人）

▲目標設定に助言をする看護師

　
今
年
も
高
知
大
学
医
学
部
主

催
の「
家
庭
医
道
場
２
０
１
３

i
n
馬
路
村
」が
6
月
8
日
、9

日
の
2
日
間
、学
生
40
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
場
は
、学
生
が
医
師
や

看
護
師
に
な
って
ど
ん
な
医
療
者

に
な
り
た
い
の
か
、そ
し
て
村
の

方
は
、学
生
に
接
し
自
分
た
ち
も

地
域
の
医
療
を
育
て
て
い
る
、と

い
う
意
識
を
も
つ
目
的
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
学
生
は
、村
に
到
着
後
、ま
ず

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
、8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、村
の
生
活
を
紹
介
す
る
ガ
イ

ド
役
の
村
民
11
人
と
合
流
し
ま

し
た
。「
子
ど
も・若
者
」部
門
を

担
当
し
た
ガ
イ
ド
役
の
梶
原
真

友
さ
ん
は
、今
春
、魚
梁
瀬
中
学

校
を
卒
業
し
た
際
に
、教
頭
先
生

か
ら
贈
ら
れ
た
中
学
生
活
の
思
い

出
の
Ｃ
Ｄ
を
用
い
て
、魚
梁
瀬
の

学
校
の
現
状
や
、山
村
留
学
制
度
、

地
区
の
運
動
会
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。「
大
好
き
な
魚
梁
瀬
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
お
話
し
で
き

ま
し
た
」と
、大
役
終
了
に
、ほ
っ

と
し
た
様
子
で
し
た
。真
友
さ
ん

の
思
い
、地
域
の
魅
力
は
、き
っ
と

学
生
に
伝
わ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
2
日
目
は
、学
生
が
地
域
で
医

療
を
行
う
上
で
の
疑
問
を
、先
輩

医
療
者
に
質
問
し
、自
分
の
将
来

像
や
心
構
え
を
具
体
的
に
思
い

描
く
と
い
う
企
画
で
す
。

　
村
内
か
ら
は
、盛
實
医
師
、大

野
看
護
師
、尾
谷
看
護
師
、安
田

保
健
師
が
回
答
者
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
高
知
県
は
、若
手
医
師
の
減
少
、

地
域
偏
在
な
ど
の
た
め
、都
市
部

と
中
山
間
地
域
と
の
医
療
提
供

体
制
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま

す
。　
　

　
村
民
は
、医
療
者
が
村
に
い
る
、

と
い
う
だ
け
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
ま
す
。学
生
に
は
、こ
う
し

た
村
で
の
体
験
を
生
か
し
て
、ぜ

ひ
地
域
や
人
を
思
え
る
医
療
者

に
な
って
ほ
し
い
で
す
。

▲「地域で医療をすることは？」学生の
難問・疑問に先輩医療者が回答

も
り
ざ
ね

も
り
ざ
ね

馬 路 村 俳 壇

夏
の
鷹
舗
装
に
下
り
て
何
漁
る

轢
死
せ
る
物
を
漁
り
て
夏
の
鷹

 

山
﨑
喜
久
子

天
の
川
病
床
に
み
る
子
が
ひ
と
り

子
を
乗
せ
て
笑
顔
こ
ぼ
る
る
海
開

 

福
島

　由
子

に
ぎ
に
ぎ
の
手
を
大
の
字
に
昼
寝
の
子

う
ぐ
ひ
す
の
丑
三
つ
に
啼
く
恐
さ

 

久
武

　典
江

 

梅
雨
明
け
や
子
ら
の
飛
び
込
む
碧
い
川

部
屋
干
し
を
急
か
せ
て
を
る
や
扇
風
機 

 

松
浦

　陽
子

髭
あ
と
の
青
き
女
形
や
村
祭

大
鍋
を
磨
き
て
を
れ
り
夏
休
み

 

矢
野
し
げ
を

お
祭
り
の
我
が
子
に
売
り
し
か
き
氷

子
は
う
れ
し
親
は
憂
い
の
夏
休
み

 

中
村

　
　朔

夏
負
や
茶
碗
に
の
こ
る
飯
の
粒

つ
ぶ
や
き
を
薬
味
に
き
ざ
む
冷
奴

 

高
橋

　一
人

万
緑
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
高
千
穂
峡

高
千
穂
の
奇
岩
か
ず
か
ず
蝉
し
ぐ
れ

 

氏
原

　
　淑

　
藍
蔵
の
あ
り
し
は
こ
こ
ぞ
川
鵜
翔
つ                        

眉
山
よ
り
見
下
す
大
河
梅
雨
明
け
る

 

池

　
　蘭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

壁
掛
に
掛
け
た
る
ま
ま
の
パ
ナ
マ
帽

夏
帽
子
被
り
直
し
て
ゐ
る
渚

 

東
谷

　晴
男

れ
き

し

お
や
ま

か
わ

う

た

あ
さ

 

 

地
域
の
医
療
を
考
え
る

家
庭
医
道
場

専
門
職
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善

健
康
課
題
の
克
服

健
康
教
室

ご存じですか？訪問リハビリテーションご存じですか？訪問リハビリテーションご存じですか？訪問リハビリテーション

―理学療法士
　　根岸　朋弘―

　　　
　　　馬路診療所

　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、通
院
が
困
難

な
方
で
も
、理
学
療
法
士

が
直
接
利
用
者
の
自
宅

を
訪
問
し
、在
宅
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に

実
生
活
に
即
し
た
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
？

　
病
気（
要
介
護
認
定

者
含
む
）や
け
が
な
ど
に

よ
り
在
宅
で
継
続
し
て

リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
主
治

医
に
認
め
ら
れ
た
方
で

す
。ま
た
、末
期
が
ん
、難

病
、重
度
障
害
の
方
が
在

宅
療
養
を
続
け
る
う
え

で
、リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な

場
合
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

・症
状
の
観
察

　
利
用
者
を
定
期
的
に

観
察
し
、そ
の
日
の
状
態

に
あ
わ
せ
た
運
動
メ

ニュー
を
実
施
し
ま
す
。

・
基
本
動
作
の
介
助
、指

導　
移
乗
や
歩
行
、ト
イ
レ

や
入
浴
、家
事
動
作
な
ど

の
練
習
や
介
助
方
法
を

指
導
し
ま
す
。

・機
能
訓
練

　
症
状
に
応
じ
、関
節
を

ほ
ぐ
す
運
動
や
、筋
力
強

化
、バ
ラ
ン
ス
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

・ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

提
案

　
症
状
に
あ
わ
せ
、自
宅

で
で
き
る
体
操
メ
ニュ
ー

を
提
案
し
ま
す
。

・住
宅
改
修
、福
祉
用
具

の
紹
介

　
自
宅
の
手
す
り
の
位

置
、段
差
への
対
応
、杖
な

ど
の
福
祉
用
具
選
択
の

ポ
イ
ン
ト
を
提
案
し
ま

す
。

・家
族
支
援

　
ご
家
族
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
、適
切
な
介
助
方

法
を
指
導
し
ま
す
。

ご
利
用
方
法

　
ま
ず
は
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。主
治
医
が
い

な
い
場
合
は
、診
療
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎（
8
）４
４
―
２
０
１
０
）

自
宅
で
週
2
回
訪
問
リ

ハ
を
受
け
る
乾
秀
夫
さ
ん
。

理
学
療
法
士
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
電
動
ベッ
ド
を
購
入
。

▼
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馬
路
村
で
は
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
、働
き
盛
り
の
若
い
と
き

に
健
康
問
題
を
抱
え
、年
齢
を

重
ね
て
重
症
化
し
て
し
ま
う
例

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
で
、健
康
福
祉
課
で
は
、

◆
健
康
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を

　
持
つ

◆
普
段
の
生
活
習
慣
を
振
り
返
り
、

　
改
善
す
べ
き
こ
と
を
実
行
す
る

こ
と
を
目
標
に
、健
康
教
室
を
毎

月
第
２
木
曜
日
の
午
後
６
時
か

ら
約
１
時
間
程
度
行
って
い
ま
す
。

※
参
加
者

　
健
康
に
関
心
の
あ
る
方
、特
定

健
診
の
保
健
指
導
対
象
者
、診

療
所
に
通
院
し
て
い
る
方
、村
内

団
体・企
業
か
ら
推
薦
を
い
た
だ

い
た
方
々
。

※
講
師

　
診
療
所
医
師
、看
護
師
、理
学

療
法
士
、中
芸
広
域
連
合
保
健

福
祉
課
の
管
理
栄
養
士
な
ど
。

　
１
回
目
は
、６
月
13
日
に
開
催
。

こ
の
日
は
、身
長
、体
重
、血
圧
な

ど
の
測
定
の
後
、盛
實
医
師
か
ら

「
糖
尿
病
」に
つい
て
重
症
化
す
る

ま
で
自
覚
症
状
が
な
く
、気
づ
い

た
と
き
に
は
合
併
症（
腎
臓
病
、

視
覚
障
害
な
ど
）が
進
行
し
て
い

る
怖
さ
な
ど
、特
徴
や
症
状
に
つ

い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。続
い
て

治
療
と
し
て
、食
事
療
法
、運
動

療
法
に
つい
て
詳
し
く
解
説
が
あ

り
、参
加
者
は
生
活
習
慣
改
善
の

た
め
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　
２
回
目
は
、7
月
11
日
に
開
催
。

血
糖
値
を
調
べ
る
た
め
採
血
を

行
い
普
段
の
生
活
を
振
り
返
り
、

自
分
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
、

実
践
で
き
そ
う
な
目
標
を
作
り

ま
し
た
。例
え
ば「
食
事
は
野
菜

を
中
心
と
し
、炭
水
化
物
の
量
を

減
ら
す
」「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ら
30

分
、ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ら
15
分
を
毎

日
取
り
組
む
」（
20
歳
代
男
性
）、

「
間
食
を
や
め
る
」（
50
歳
代
女

性
）な
ど
、参
加
者
の
決
意
が
確

認
で
き
ま
し
た
。目
標
達
成
の
た

め
に
知
恵
を
出
し
合
い
、本
気
で

取
り
組
ん
で
い
く
心
構
え
を
再

確
認
し
た
こ
と
で
し
た
。

　
日
本
は
糖
尿
病
大
国
と
言
わ

れ
る
ほ
ど
患
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。ま
た
、年
間
約
1
万
4
千
人

が
糖
尿
病
関
連
で
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
教
室
で
の
実
践
が
広
が
り
、

健
康
意
識
を
持
っ
て
生
活
す
る

人
が
増
え
、ご
自
分
の
健
康
課
題

に
取
り
組
み
た
い
方
、健
康
に
関

す
る
悩
み
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ

ひ
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
お
問
い
合
わ
せ
先

役
場
健
康
福
祉
課
　

保
健
師
　
安
田
　
あ
ゆ
み

☎（
８
）４
４
―
２
１
１
２

▲1回目の教室（参加者26人）

▲目標設定に助言をする看護師

　
今
年
も
高
知
大
学
医
学
部
主

催
の「
家
庭
医
道
場
２
０
１
３

i
n
馬
路
村
」が
6
月
8
日
、9

日
の
2
日
間
、学
生
40
人
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
道
場
は
、学
生
が
医
師
や

看
護
師
に
な
って
ど
ん
な
医
療
者

に
な
り
た
い
の
か
、そ
し
て
村
の

方
は
、学
生
に
接
し
自
分
た
ち
も

地
域
の
医
療
を
育
て
て
い
る
、と

い
う
意
識
を
も
つ
目
的
で
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
学
生
は
、村
に
到
着
後
、ま
ず

地
域
を
知
る
こ
と
か
ら
始
め
よ

う
と
、8
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
、村
の
生
活
を
紹
介
す
る
ガ
イ

ド
役
の
村
民
11
人
と
合
流
し
ま

し
た
。「
子
ど
も・若
者
」部
門
を

担
当
し
た
ガ
イ
ド
役
の
梶
原
真

友
さ
ん
は
、今
春
、魚
梁
瀬
中
学

校
を
卒
業
し
た
際
に
、教
頭
先
生

か
ら
贈
ら
れ
た
中
学
生
活
の
思
い

出
の
Ｃ
Ｄ
を
用
い
て
、魚
梁
瀬
の

学
校
の
現
状
や
、山
村
留
学
制
度
、

地
区
の
運
動
会
な
ど
を
紹
介
し

ま
し
た
。「
大
好
き
な
魚
梁
瀬
の

こ
と
を
た
く
さ
ん
お
話
し
で
き

ま
し
た
」と
、大
役
終
了
に
、ほ
っ

と
し
た
様
子
で
し
た
。真
友
さ
ん

の
思
い
、地
域
の
魅
力
は
、き
っ
と

学
生
に
伝
わ
っ
た
は
ず
で
す
。

　
2
日
目
は
、学
生
が
地
域
で
医

療
を
行
う
上
で
の
疑
問
を
、先
輩

医
療
者
に
質
問
し
、自
分
の
将
来

像
や
心
構
え
を
具
体
的
に
思
い

描
く
と
い
う
企
画
で
す
。

　
村
内
か
ら
は
、盛
實
医
師
、大

野
看
護
師
、尾
谷
看
護
師
、安
田

保
健
師
が
回
答
者
と
し
て
参
加

し
ま
し
た
。

　
高
知
県
は
、若
手
医
師
の
減
少
、

地
域
偏
在
な
ど
の
た
め
、都
市
部

と
中
山
間
地
域
と
の
医
療
提
供

体
制
に
は
大
き
な
差
が
あ
り
ま

す
。　
　

　
村
民
は
、医
療
者
が
村
に
い
る
、

と
い
う
だ
け
で
安
心
し
て
生
活
が

で
き
ま
す
。学
生
に
は
、こ
う
し

た
村
で
の
体
験
を
生
か
し
て
、ぜ

ひ
地
域
や
人
を
思
え
る
医
療
者

に
な
って
ほ
し
い
で
す
。

▲「地域で医療をすることは？」学生の
難問・疑問に先輩医療者が回答

も
り
ざ
ね

も
り
ざ
ね

馬 路 村 俳 壇

夏
の
鷹
舗
装
に
下
り
て
何
漁
る

轢
死
せ
る
物
を
漁
り
て
夏
の
鷹

 

山
﨑
喜
久
子

天
の
川
病
床
に
み
る
子
が
ひ
と
り

子
を
乗
せ
て
笑
顔
こ
ぼ
る
る
海
開

 

福
島

　由
子

に
ぎ
に
ぎ
の
手
を
大
の
字
に
昼
寝
の
子

う
ぐ
ひ
す
の
丑
三
つ
に
啼
く
恐
さ

 

久
武

　典
江

 

梅
雨
明
け
や
子
ら
の
飛
び
込
む
碧
い
川

部
屋
干
し
を
急
か
せ
て
を
る
や
扇
風
機 

 

松
浦

　陽
子

髭
あ
と
の
青
き
女
形
や
村
祭

大
鍋
を
磨
き
て
を
れ
り
夏
休
み

 

矢
野
し
げ
を

お
祭
り
の
我
が
子
に
売
り
し
か
き
氷

子
は
う
れ
し
親
は
憂
い
の
夏
休
み

 

中
村

　
　朔

夏
負
や
茶
碗
に
の
こ
る
飯
の
粒

つ
ぶ
や
き
を
薬
味
に
き
ざ
む
冷
奴

 

高
橋

　一
人

万
緑
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
高
千
穂
峡

高
千
穂
の
奇
岩
か
ず
か
ず
蝉
し
ぐ
れ

 

氏
原

　
　淑

　
藍
蔵
の
あ
り
し
は
こ
こ
ぞ
川
鵜
翔
つ                        

眉
山
よ
り
見
下
す
大
河
梅
雨
明
け
る

 

池

　
　蘭
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

壁
掛
に
掛
け
た
る
ま
ま
の
パ
ナ
マ
帽

夏
帽
子
被
り
直
し
て
ゐ
る
渚

 

東
谷

　晴
男

れ
き

し

お
や
ま

か
わ

う

た

あ
さ

 

 

地
域
の
医
療
を
考
え
る

家
庭
医
道
場

専
門
職
に
よ
る
生
活
習
慣
の
改
善

健
康
課
題
の
克
服

健
康
教
室

ご存じですか？訪問リハビリテーションご存じですか？訪問リハビリテーションご存じですか？訪問リハビリテーション

―理学療法士
　　根岸　朋弘―

　　　
　　　馬路診療所

　
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
は
、通
院
が
困
難

な
方
で
も
、理
学
療
法
士

が
直
接
利
用
者
の
自
宅

を
訪
問
し
、在
宅
生
活

を
継
続
で
き
る
よ
う
に

実
生
活
に
即
し
た
リ
ハ
ビ

リ
を
行
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
の
は
？

　
病
気（
要
介
護
認
定

者
含
む
）や
け
が
な
ど
に

よ
り
在
宅
で
継
続
し
て

リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
と
主
治

医
に
認
め
ら
れ
た
方
で

す
。ま
た
、末
期
が
ん
、難

病
、重
度
障
害
の
方
が
在

宅
療
養
を
続
け
る
う
え

で
、リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な

場
合
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

・症
状
の
観
察

　
利
用
者
を
定
期
的
に

観
察
し
、そ
の
日
の
状
態

に
あ
わ
せ
た
運
動
メ

ニュー
を
実
施
し
ま
す
。

・
基
本
動
作
の
介
助
、指

導　
移
乗
や
歩
行
、ト
イ
レ

や
入
浴
、家
事
動
作
な
ど

の
練
習
や
介
助
方
法
を

指
導
し
ま
す
。

・機
能
訓
練

　
症
状
に
応
じ
、関
節
を

ほ
ぐ
す
運
動
や
、筋
力
強

化
、バ
ラ
ン
ス
訓
練
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

・ホ
ー
ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の

提
案

　
症
状
に
あ
わ
せ
、自
宅

で
で
き
る
体
操
メ
ニュ
ー

を
提
案
し
ま
す
。

・住
宅
改
修
、福
祉
用
具

の
紹
介

　
自
宅
の
手
す
り
の
位

置
、段
差
への
対
応
、杖
な

ど
の
福
祉
用
具
選
択
の

ポ
イ
ン
ト
を
提
案
し
ま

す
。

・家
族
支
援

　
ご
家
族
の
心
理
的
サ

ポ
ー
ト
、適
切
な
介
助
方

法
を
指
導
し
ま
す
。

ご
利
用
方
法

　
ま
ず
は
主
治
医
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。主
治
医
が
い

な
い
場
合
は
、診
療
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
☎（
8
）４
４
―
２
０
１
０
）

自
宅
で
週
2
回
訪
問
リ

ハ
を
受
け
る
乾
秀
夫
さ
ん
。

理
学
療
法
士
の
ア
ド
バ
イ

ス
で
電
動
ベッ
ド
を
購
入
。

▼
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おらが村の学校便りおらが村の学校便り2424
  馬路村では、2年に一度、馬路小学校と魚梁瀬小学校の５・6年生が合同で修学旅行に行っています。今年は、
修学旅行に行く年で、5月29日（水）から31日（金）までの２泊３日、淡路島や神戸市、大阪市を訪ね、阪神･淡路
大震災の学習を中心に、さまざまな学習と思い出づくりをしてきました。

　
エ
イ
や
サ
メ
に
さ
わ
れ

る
水
槽
で
、そ
っ
と
さ
わ
っ

て
み
ま
し
た
。エ
イ
は
ヌ
ル

ヌ
ル
し
て
い
て
、サ
メ
は
ザ

ラ
ザ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
オ
ー
プ
ン
し

た
北
極
圏
は
、天
井

が
氷
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
物
に
な
って
い
ま
し

た
。ク
リ
オ
ネ
も
い
て

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　
灘
浜
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
は
、「
製

鉄
･
発
電
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
環
境
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
、遊
び
な
が
ら
科
学

や
技
術
の
お
も
し
ろ
さ
、不
思
議
さ

を
体
感
で
き
る
場
所
で
し
た
。

　
ラ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
に
乗
っ
て
鉄
の

作
り
方
を
勉
強
し
た
後
、１
ト
ン
の

重
り
を
持
ち
上
げ
る
実
験
な
ど
、

い
ろ
ん
な
実
験
を
機
械
と
体
を

使
って
や
り
ま
し
た
。

　
神
戸
製
鉄
所
の
工
場
見
学
も
し

ま
し
た
。鉄
を
溶
か
す
の
で
、す
ご

く
暑
か
っ
た
で
す
。働
い
て
い
る
人

は
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
太
平
洋
水
槽
は
、大
き
な
水
槽
の
中
を
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ゆ

う
ゆ
う
と
泳
い
で
い
る
ジ
ン
ベエ
ザ
メ
は
、大
き

く
て
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

ユニバーサル･スタジオ･ジャパン（２日目） 灘浜サイエンススクエア（３日目）
なだはま

海遊館（２日目）

人と防災未来センター（１日目）

北淡町震災記念公園（１日目）

　
ジ
ュラ
シ
ッ
ク
･
パ
ー
ク
･
ザ
･
ラ
イ
ド

に
は
、恐
竜
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。最

後
の
方
で
、恐
竜
に
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
と
き
、勢
い
よ
く
下
に
ザ
ー
ッ
と
落
ち

て
いっ
た
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ベッ
ド
が
フ
カ
フ
カ

で
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
。ち
な
み
に
、晩

ご
飯
は
中
華
で
し
た
。

　
ふ
わ
ふ
わ
ク
ラ
ゲ
館
に

は
、変
な
形
や
色
を
し
た
ク

ラ
ゲ
が
い
ま
し
た
。ゆ
っ
く

り
動
い
て
形
が
変
わ
る
の

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

 

お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
た
後
、み
ん
な
で

バッ
ク
･
ト
ゥ
･
ザ
･
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー・ザ・

ラ
イ
ド
に
乗
り
ま
し
た
。45
分
待
ち
で

し
た
が
、す
ご
く
ゆ
れ
て
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

　
別
行
動
に
な
っ
て
か
ら
ジ
ェッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。こ
ん
な

大
き
い
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
る
の
は
初
め

て
で
少
し
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、乗
っ

た
ら
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
海
遊
館
で
は
、ま
ず

水
の
ト
ン
ネ
ル
み
た
い

な
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
を

通
り
ま
し
た
。ま
る
で

海
底
を
歩
い
て
い
る
よ

う
な
気
分
で
し
た
。

　
震
災
直
後
の
街
の
様
子
を
再
現
し
た
所
を
通
り

ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
家
が
傾
い
た
り
し
て
こ
わ
れ
て

い
ま
し
た
。と
て
も
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
の
朝
、ホ
テ
ル

の
前
に
あ
る
砂
浜
を
散

歩
し
ま
し
た
。山
で
育
っ

た
の
で
、海
が
め
ず
ら
し

い
で
す
。砂
山
を
作
っ
て

波
と
遊
び
ま
し
た
。

　
地
震
が
起
こって
で
き
た
地
割

れ
や
こ
わ
れ
た
物
な
ど
を
、当
時

の
ま
ま
に
保
存
し
た
所
だ
っ
た
の

で
、地
震
が
起
き
た
ら
ど
ん
な
に

な
る
か
が
分
か
り
ま
し
た
。 　

部
屋
か
ら
は
海
が
見

え
て
き
れ
い
で
し
た
。夜

の
街
も
き
れ
い
で
し
た
。

ち
な
み
に
、晩
ご
飯
は
す

き
焼
き
で
、と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
１・１７
シ
ア
タ
ー
で
は
、

ガ
ラ
ガ
ラ
と
建
物
が
く
ず
れ
て
い
く
映
像
に
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。と
て
も
大
き
な
音
で
、わ
た
し
は
体
が
ブ

ル
ブ
ル
ふ
る
え
ま
し
た
。

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

に
は
、減
災
グ
ッ
ズ
が
た
く
さ

ん
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
、私
た
ち
の
で
き
る
準
備

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
語
り
部
さ
ん
は
、阪
神・淡
路

大
震
災
の
こ
わ
さ
だ
け
で
な
く
、

水
の
備
え
や
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
な
ど
、ぼ
く
た
ち
が
で
き

る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
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おらが村の学校便りおらが村の学校便り2424
  馬路村では、2年に一度、馬路小学校と魚梁瀬小学校の５・6年生が合同で修学旅行に行っています。今年は、
修学旅行に行く年で、5月29日（水）から31日（金）までの２泊３日、淡路島や神戸市、大阪市を訪ね、阪神･淡路
大震災の学習を中心に、さまざまな学習と思い出づくりをしてきました。

　
エ
イ
や
サ
メ
に
さ
わ
れ

る
水
槽
で
、そ
っ
と
さ
わ
っ

て
み
ま
し
た
。エ
イ
は
ヌ
ル

ヌ
ル
し
て
い
て
、サ
メ
は
ザ

ラ
ザ
ラ
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
オ
ー
プ
ン
し

た
北
極
圏
は
、天
井

が
氷
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
物
に
な
って
い
ま
し

た
。ク
リ
オ
ネ
も
い
て

か
わ
い
か
っ
た
で
す
。

　
灘
浜
サ
イ
エ
ン
ス
ス
ク
エ
ア
は
、「
製

鉄
･
発
電
･
エ
ネ
ル
ギ
ー
･
環
境
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
、遊
び
な
が
ら
科
学

や
技
術
の
お
も
し
ろ
さ
、不
思
議
さ

を
体
感
で
き
る
場
所
で
し
た
。

　
ラ
イ
ド
シ
ア
タ
ー
に
乗
っ
て
鉄
の

作
り
方
を
勉
強
し
た
後
、１
ト
ン
の

重
り
を
持
ち
上
げ
る
実
験
な
ど
、

い
ろ
ん
な
実
験
を
機
械
と
体
を

使
って
や
り
ま
し
た
。

　
神
戸
製
鉄
所
の
工
場
見
学
も
し

ま
し
た
。鉄
を
溶
か
す
の
で
、す
ご

く
暑
か
っ
た
で
す
。働
い
て
い
る
人

は
大
丈
夫
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　
太
平
洋
水
槽
は
、大
き
な
水
槽
の
中
を
い
ろ

ん
な
角
度
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ゆ

う
ゆ
う
と
泳
い
で
い
る
ジ
ン
ベエ
ザ
メ
は
、大
き

く
て
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
。

ユニバーサル･スタジオ･ジャパン（２日目） 灘浜サイエンススクエア（３日目）
なだはま

海遊館（２日目）

人と防災未来センター（１日目）

北淡町震災記念公園（１日目）

　
ジ
ュラ
シ
ッ
ク
･
パ
ー
ク
･
ザ
･
ラ
イ
ド

に
は
、恐
竜
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。最

後
の
方
で
、恐
竜
に
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
っ

た
と
き
、勢
い
よ
く
下
に
ザ
ー
ッ
と
落
ち

て
いっ
た
と
こ
ろ
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
ベッ
ド
が
フ
カ
フ
カ

で
気
持
ち
良
か
っ
た

で
す
。ち
な
み
に
、晩

ご
飯
は
中
華
で
し
た
。

　
ふ
わ
ふ
わ
ク
ラ
ゲ
館
に

は
、変
な
形
や
色
を
し
た
ク

ラ
ゲ
が
い
ま
し
た
。ゆ
っ
く

り
動
い
て
形
が
変
わ
る
の

が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。

 

お
昼
ご
は
ん
を
食
べ
た
後
、み
ん
な
で

バッ
ク
･
ト
ゥ
･
ザ
･
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー・ザ・

ラ
イ
ド
に
乗
り
ま
し
た
。45
分
待
ち
で

し
た
が
、す
ご
く
ゆ
れ
て
お
も
し
ろ
か
っ

た
で
す
。

　
別
行
動
に
な
っ
て
か
ら
ジ
ェッ
ト

コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。こ
ん
な

大
き
い
コ
ー
ス
タ
ー
に
乗
る
の
は
初
め

て
で
少
し
こ
わ
か
っ
た
け
れ
ど
、乗
っ

た
ら
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。

　
海
遊
館
で
は
、ま
ず

水
の
ト
ン
ネ
ル
み
た
い

な
ア
ク
ア
ゲ
ー
ト
を

通
り
ま
し
た
。ま
る
で

海
底
を
歩
い
て
い
る
よ

う
な
気
分
で
し
た
。

　
震
災
直
後
の
街
の
様
子
を
再
現
し
た
所
を
通
り

ま
し
た
。ほ
と
ん
ど
の
家
が
傾
い
た
り
し
て
こ
わ
れ
て

い
ま
し
た
。と
て
も
こ
わ
か
っ
た
で
す
。

　
２
日
目
の
朝
、ホ
テ
ル

の
前
に
あ
る
砂
浜
を
散

歩
し
ま
し
た
。山
で
育
っ

た
の
で
、海
が
め
ず
ら
し

い
で
す
。砂
山
を
作
っ
て

波
と
遊
び
ま
し
た
。

　
地
震
が
起
こって
で
き
た
地
割

れ
や
こ
わ
れ
た
物
な
ど
を
、当
時

の
ま
ま
に
保
存
し
た
所
だ
っ
た
の

で
、地
震
が
起
き
た
ら
ど
ん
な
に

な
る
か
が
分
か
り
ま
し
た
。 　

部
屋
か
ら
は
海
が
見

え
て
き
れ
い
で
し
た
。夜

の
街
も
き
れ
い
で
し
た
。

ち
な
み
に
、晩
ご
飯
は
す

き
焼
き
で
、と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
１・１７
シ
ア
タ
ー
で
は
、

ガ
ラ
ガ
ラ
と
建
物
が
く
ず
れ
て
い
く
映
像
に
お
ど
ろ

き
ま
し
た
。と
て
も
大
き
な
音
で
、わ
た
し
は
体
が
ブ

ル
ブ
ル
ふ
る
え
ま
し
た
。

　
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー

に
は
、減
災
グ
ッ
ズ
が
た
く
さ

ん
展
示
し
て
あ
り
ま
し
た
。

被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
、私
た
ち
の
で
き
る
準
備

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
語
り
部
さ
ん
は
、阪
神・淡
路

大
震
災
の
こ
わ
さ
だ
け
で
な
く
、

水
の
備
え
や
自
分
の
命
は
自
分

で
守
る
な
ど
、ぼ
く
た
ち
が
で
き

る
こ
と
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。



おしらせ
　村のホームページで
議決の状況等が確認で
きるようになりました。
http://www.vill.umaji.kochi.jp/

議
案
と
審
議
結
果

　
６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

議
案
等
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

が
可
決
さ
れ
た
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
平
成
24
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
（
２
会

計
）
の
繰
越
明
許
費
の
報
告

　
平
成
25
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
特
別
会
計

補
正
予
算
2
件
。

●
特
別
職
の
職
員
及
び
一
般
職

の
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
（
平
成
25
年
7
月

か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で
の

間
、
特
別
職
の
給
料
2
・

5
%
及
び
一
般
職
員
の
給
料

2
・
0
％
程
度
を
そ
れ
ぞ
れ

減
額
す
る
特
例
）

●
馬
路
村
議
会
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
特
別
職
に
準
じ

議
員
報
酬
の
2
・
5
%
相
当

を
減
額
す
る
特
例
）

●
専
決
処
分
の
承
認

　
▼
馬
路
村
税
条
例
の
一
部
改

正
　
▼
馬
路
村
国
民
健
康
保
険
税

の
一
部
改
正

　
▼
馬
路
村
福
祉
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
▼
平
成
24
年
度
馬
路
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
▼
平
成
25
年
度
馬
路
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

な
ど

6
月
定
例
会

一
般
質
問
　
一
般
質
問
に
は
、

４
氏
が
立
ち
、
次

の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、
執
行
部
答
弁
要
旨
）
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課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
し
、
村
で
は
全
農

家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
予

定
し
て
お
り
、
作
成
過
程
に
お

い
て
農
業
の
現
状
と
対
策
を
研

究
し
た
い
。
ま
た
、
柚
子
栽
培

に
つ
い
て
は
、
馬
路
村
農
協
や

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、

営
農
指
導
を
強
化
す
る
よ
う
求

め
た
い
。

　
そ
し
て
、
林
業
に
つ
い
て
は
、

大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

昨
今
、
高
知
県
の
林
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
、
大
き
く
変
化
を

し
て
い
く
過
程
に
あ
る
。
本
年

８
月
に
は
、
高
知
お
お
と
よ
製

材
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
、
お
よ

そ
10
万
立
方
も
の
木
材
を
扱
う

見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
製
品

に
で
き
な
い
端
材
を
活
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
も

土
佐
電
気
鉄
道
株
式
会
社
、
高

知
県
森
林
組
合
連
合
会
、
出
光

興
産
株
式
会
社
の
三
者
共
同
で

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
変
化
す
る
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
村
内
に
お
い
て
も
長
引
く
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
利
益

確
保
、
山
主
へ
の
還
元
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
が
、
工
芸
や
丸

棒
な
ど
の
加
工
分
野
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
必
ず
明
る
い
未
来

が
来
る
こ
と
を
信
じ
、
現
況
で

は
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を

県
な
ど
に
訴
え
な
が
ら
、
補
助

事
業
の
採
択
確
保
に
向
け
取
り

問

　山
中
隆

　議
員

　
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
柚
子

栽
培
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
柚

子
の
新
植
や
補
植
を
し
て
も
育

ち
に
く
い
こ
と
や
ム
カ
デ
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
や
幹

腐
れ
病
、
後
継
者
不
足
な
ど
の

問
題
に
よ
っ
て
、
農
家
の
生
産

意
欲
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
は
間

伐
材
を
有
効
活
用
す
る
村
の
方

針
に
つ
い
て
十
分
な
成
果
に
つ

な
が
っ
て
お
ら
ず
、
山
主
に
お

い
て
は
間
伐
し
て
も
切
り
捨
て

と
な
る
状
況
で
あ
る
な
ど
、
林

業
関
係
団
体
で
は
十
分
な
利
益

が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
補
助

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
を
問
う
。

答

　村
長

　
村
の
農
地
面
積
は
、
60
・
6

㌶
で
、
う
ち
51
・
9
㌶
が
柚
子
、

8
・
7
㌶
が
田
畑
で
あ
る
。
柚

子
産
業
は
、
馬
路
村
農
協
が
生

産
、
加
工
、
販
売
を
行
い
、
本

村
の
中
心
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

柚
子
や
稲
作
は
、
共
に
生
産
者

が
高
齢
化
し
、
後
継
者
不
足
も

組
む
こ
と
で
、
雇
用
の
場
を
守

り
つ
な
げ
た
い
。

問

　山
中
隆

　議
員

　
河
川
か
ら
用
水
路
へ
水
を
引

き
入
れ
る
た
め
に
必
要
な
頭
首

工
に
つ
い
て
は
、
改
修
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
。
現
状
で

は
、
魚
族
に
対
す
る
配
慮
に
欠

け
、
魚
道
の
確
保
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
イ
ダ
、
ハ

エ
、
チ
チ
ブ
と
い
っ
た
魚
種
も

激
減
し
て
い
る
。

　
こ
の
際
、
改
修
に
乗
じ
て
魚

が
十
分
遡
上
で
き
る
環
境
を
整

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
村
の
考
え
を
問
う
。

答

　村
長

　
安
田
川
は
、
ダ
ム
の
無
い
き

れ
い
な
川
と
し
て
、
後
世
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
河

川
環
境
は
生
活
状
況
や
地
球
温

暖
化
に
よ
り
変
化
し
、
魚
族
が

減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
保
全
に
関
し
て
は
安
田
町

や
各
方
面
と
連
携
を
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

答

　産
業
建
設
課
長

　
現
在
、
安
田
川
に
お
け
る
頭

首
工
は
、
未
利
用
と
な
っ
た
も

の
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
改

修
や
取
り
壊
し
に
つ
い
て
各
管

理
者
が
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
本
村
で
は
８
カ
所
の
頭
首
工

が
存
在
し
、
現
地
調
査
の
結

果
、
改
修
を
要
す
る
箇
所
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
性
の
高
い

頭
首
工
に
つ
い
て
は
受
益
者
負

担
な
し
で
改
修
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
た
が
、
河
川
管
理
者

（
県
）
と
の
協
議
や
鮎
の
漁
期

等
を
避
け
る
た
め
長
期
的
な
工

期
な
ど
の
調
整
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
魚
族
な
ど
河
川
の
生
態
系
を

守
る
取
り
組
み
は
、
自
治
体
が

一
定
の
負
担
を
し
な
が
ら
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
に
お
い
て
、

必
要
な
改
修
と
と
も
に
魚
道
を

整
備
す
る
対
策
が
で
き
な
い
か

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

　
そ
し
て
、
今
後
の
河
川
再
生

は
、
森
の
再
生
と
セ
ッ
ト
で
取

り
組
む
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
生
態
系
の
復
活
を
大
き
な

目
標
と
し
た
い
。

問

　清
岡
博
基

　議
員

　
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
に
つ
い
て

は
、
設
立
当
初
計
画
し
た
木
製

ト
レ
イ
の
製
造
販
売
が
で
き

ず
、
経
営
の
状
況
を
圧
迫
し
て

い
る
。
部
門
別
で
は
、
当
初
の

予
想
と
異
な
り
、
山
の
伐
採
、

搬
出
、
保
育
間
伐
等
を
行
う
事

業
課
が
立
派
に
健
闘
し
黒
字
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
加
工
課

は
、
間
伐
材
を
生
か
し
た
モ
ナ

ッ
カ
バ
ッ
ク
や
団
扇
の
販
路
拡

大
に
苦
戦
し
て
い
る
。
業
績
の

改
善
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

答

　村
長

　
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
は
、
村
の

情
報
を
発
信
し
販
売
す
る
総
務

企
画
課
、
森
林
整
備
と
と
も
に

人
材
育
成
を
担
う
事
業
課
、
新

し
い
木
の
か
た
ち
を
製
造
す
る

加
工
課
の
３
部
門
で
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　
事
業
課
は
、
国
有
林
野
事
業

や
森
林
組
合
等
の
森
林
整
備
の

請
負
な
ど
で
経
営
の
中
心
を
担

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
加
工
課
に
つ
い
て
は
、
設
立

当
初
、
木
製
ト
レ
イ
を
主
に
製

造
し
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会

が
全
量
を
買
い
取
り
販
売
す
る

契
約
で
事
業
を
計
画
し
て
い
た

が
、
十
分
に
契
約
の
履
行
が
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
全
国
森
林

組
合
連
合
会
に
対
し
て
は
、
今

後
と
も
、
政
治
的
な
力
も
借
り

な
が
ら
、
要
望
活
動
を
続
け

る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
新
商
品
の

開
発
販
売
や
、
海
外
へ
の
販
路

拡
大
（
現
在
停
止
中
）
、
馬
路

村
農
業
協
同
組
合
の
支
援
に
よ

る
ビ
ン
取
引
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
全
体
と
し
て
手

持
ち
資
金
が
回
復
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
安
定
的

な
経
営
に
つ
な
げ
た
い
。

　
そ
し
て
、
新
た
に
馬
路
村
森

林
組
合
か
ら
工
芸
部
門
が
加
わ

っ
た
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
販
売

価
格
や
商
品
の
幅
を
生
か
し
な

が
ら
、
市
場
性
を
見
極
め
て
新

し
い
も
の
に
挑
戦
し
続
け
た
い
。

　平成25年6月定例議会は、6月13日から19日までの7日間の会期で開催された。
　13日は、諸般の報告に続いて、平成24年度専決処分などの承認議案5件並びに繰
越明許費の報告3件を受け、その後、平成25年度の補正予算案3件が提案説明され
た。
　14日から17日までは、議案精査のため休会。
　18日は、4氏が一般質問の後、平成25年度補正予算案および追加された条例議案
2件の審議、採決を行い、全てを可決して、会期を１日繰り上げ閉会した。

問

　清
岡
宏
敏

　議
員

　
村
内
で
は
過
去
に
、
事
業
所

で
の
窃
盗
や
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
県
内
で
は
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
詐
欺
事
件
も
発

生
し
て
い
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
立
し

た
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を

目
指
し
、
村
の
主
な
出
入
り
口

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
を
問
う
。

答

　村
長

　
安
全
で
、
明
る
く
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

は
、
悪
質
商
法
に
対
す
る
注
意

や
通
学
安
全
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
も
っ
て
対
策
し
て
い
る
。

　
近
年
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
あ

ら
ゆ
る
事
件
で
力
を
発
揮
し
解

決
へ
と
つ
な
が
る
手
段
と
し

て
、
犯
罪
の
予
防
と
な
っ
て
い

る
。
村
の
出
入
り
口
で
あ
る
県

道
に
つ
い
て
も
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
、
設
置
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

問

　清
岡
宏
敏

　議
員

　
馬
路
地
区
、
魚
梁
瀬
地
区
に

あ
る
忠
霊
塔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
57

人
、
21
人
の
英
霊
が
祭
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
遺
族
の
か
た
が
た

が
手
入
れ
を
さ
れ
て
き
た
が
、

補
修
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
後
、
村
と
し
て
管
理
、
補
修

す
る
予
定
は
な
い
か
問
う
。

答

　村
長

　
村
内
の
忠
霊
塔
に
つ
い
て

は
、
馬
路
村
史
に
よ
る
と
、
魚

梁
瀬
忠
霊
塔
は
、
日
清
、
太
平

洋
の
二
大
戦
争
に
、
馬
路
忠
霊

塔
は
日
清
、
日
露
、
満
州
、
支

那
、
太
平
洋
の
戦
争
に
殉
じ
た

英
霊
を
鎮
め
祭
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
昭
和
39
年
、
昭
和
31
年

に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
村
で
は
、
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
し
哀
悼
の
意
を

表
し
て
き
た
が
、
近
年
は
高
知

県
全
体
の
追
悼
式
が
県
の
主
催

で
催
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
遺

族
代
表
者
や
議
長
ら
と
と
も
に

参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
遺
族
会
と
協
議
し
な
が

ら
、
村
で
行
い
た
い
。

問

　皆
津
由
理

　議
員

　
災
害
や
停
電
時
で
も
有
効
な

ソ
ー
ラ
ー
式
や
L
E
D
の
街
路

灯
な
ど
を
、
二
次
災
害
の
防
止

や
避
難
路
の
安
全
確
保
の
た

め
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か

問
う
。

答

　村
長

　
災
害
時
等
に
安
全
な
場
所
に

避
難
し
、
安
否
確
認
を
す
る
た

め
に
は
、
避
難
場
所
と
と
も
に

避
難
路
の
整
備
が
重
要
と
考
え

る
。

答

　総
務
課
長

　
本
村
に
お
け
る
地
震
に
よ
る

災
害
は
、
家
屋
倒
壊
の
懸
念
と

と
も
に
火
災
や
崩
壊
の
発
生
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
自
分

の
身
を
守
り
、
家
族
、
近
所
の

安
否
確
認
と
全
体
の
被
害
把
握

が
必
要
で
あ
る
。

　
避
難
路
と
と
も
に
明
か
り
の

確
保
は
住
民
の
安
心
に
つ
な
が

る
が
、
現
在
、
村
に
あ
る
街
路

灯
は
停
電
時
に
機
能
し
な
い
。

停
電
時
に
有
効
な
街
路
灯
は
、

多
額
の
経
費
を
要
す
る
た
め
、

避
難
場
所
を
中
心
に
導
入
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
停
電
時
に

明
か
り
が
自
動
で
確
保
で
き
る

充
電
式
L
E
D
ラ
イ
ト
に
つ
い

て
も
各
家
庭
へ
の
導
入
を
検
討

し
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
防
災
に
関

す
る
対
策
と
し
て
、
避
難
路
の

安
全
確
保
の
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
改
修
補
助
な
ど
も
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
各
地
区
の
防
災
倉

庫
に
情
報
伝
達
機
器
や
備
蓄
食

料
、
発
電
機
な
ど
の
配
備
を
予

定
し
て
い
る
。

う
ち
わ



おしらせ
　村のホームページで
議決の状況等が確認で
きるようになりました。
http://www.vill.umaji.kochi.jp/

議
案
と
審
議
結
果

　
６
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た

議
案
等
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て

が
可
決
さ
れ
た
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
平
成
24
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
及
び
特
別
会
計
（
２
会

計
）
の
繰
越
明
許
費
の
報
告

　
平
成
25
年
度
馬
路
村
一
般
会

計
補
正
予
算
ほ
か
特
別
会
計

補
正
予
算
2
件
。

●
特
別
職
の
職
員
及
び
一
般
職

の
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関

す
る
条
例
（
平
成
25
年
7
月

か
ら
平
成
26
年
3
月
ま
で
の

間
、
特
別
職
の
給
料
2
・

5
%
及
び
一
般
職
員
の
給
料

2
・
0
％
程
度
を
そ
れ
ぞ
れ

減
額
す
る
特
例
）

●
馬
路
村
議
会
の
議
員
報
酬
、

期
末
手
当
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
特
別
職
に
準
じ

議
員
報
酬
の
2
・
5
%
相
当

を
減
額
す
る
特
例
）

●
専
決
処
分
の
承
認

　
▼
馬
路
村
税
条
例
の
一
部
改

正
　
▼
馬
路
村
国
民
健
康
保
険
税

の
一
部
改
正

　
▼
馬
路
村
福
祉
医
療
費
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
▼
平
成
24
年
度
馬
路
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

　
▼
平
成
25
年
度
馬
路
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

な
ど

6
月
定
例
会

一
般
質
問
　
一
般
質
問
に
は
、

４
氏
が
立
ち
、
次

の
と
お
り
質
問
を

行
っ
た
。

（
質
問
趣
旨
、
執
行
部
答
弁
要
旨
）
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課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
し
、
村
で
は
全
農

家
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
踏
ま
え
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
作
成
を
予

定
し
て
お
り
、
作
成
過
程
に
お

い
て
農
業
の
現
状
と
対
策
を
研

究
し
た
い
。
ま
た
、
柚
子
栽
培

に
つ
い
て
は
、
馬
路
村
農
協
や

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、

営
農
指
導
を
強
化
す
る
よ
う
求

め
た
い
。

　
そ
し
て
、
林
業
に
つ
い
て
は
、

大
変
難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

昨
今
、
高
知
県
の
林
業
を
取
り

巻
く
環
境
が
、
大
き
く
変
化
を

し
て
い
く
過
程
に
あ
る
。
本
年

８
月
に
は
、
高
知
お
お
と
よ
製

材
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
、
お
よ

そ
10
万
立
方
も
の
木
材
を
扱
う

見
込
み
で
あ
る
。
ま
た
、
製
品

に
で
き
な
い
端
材
を
活
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
も

土
佐
電
気
鉄
道
株
式
会
社
、
高

知
県
森
林
組
合
連
合
会
、
出
光

興
産
株
式
会
社
の
三
者
共
同
で

予
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
変
化
す
る
状
況
を
注
視

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
村
内
に
お
い
て
も
長
引
く
木

材
価
格
の
低
迷
に
よ
り
、
利
益

確
保
、
山
主
へ
の
還
元
が
困
難

と
な
っ
て
い
る
が
、
工
芸
や
丸

棒
な
ど
の
加
工
分
野
に
お
い
て

は
、
さ
ら
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
必
ず
明
る
い
未
来

が
来
る
こ
と
を
信
じ
、
現
況
で

は
維
持
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を

県
な
ど
に
訴
え
な
が
ら
、
補
助

事
業
の
採
択
確
保
に
向
け
取
り

問

　山
中
隆

　議
員

　
村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
柚
子

栽
培
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
柚

子
の
新
植
や
補
植
を
し
て
も
育

ち
に
く
い
こ
と
や
ム
カ
デ
、
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
な
ど
の
害
虫
や
幹

腐
れ
病
、
後
継
者
不
足
な
ど
の

問
題
に
よ
っ
て
、
農
家
の
生
産

意
欲
が
低
下
し
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
林
業
に
つ
い
て
は
間

伐
材
を
有
効
活
用
す
る
村
の
方

針
に
つ
い
て
十
分
な
成
果
に
つ

な
が
っ
て
お
ら
ず
、
山
主
に
お

い
て
は
間
伐
し
て
も
切
り
捨
て

と
な
る
状
況
で
あ
る
な
ど
、
林

業
関
係
団
体
で
は
十
分
な
利
益

が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
補
助

金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て
、

今
後
の
方
針
を
問
う
。

答

　村
長

　
村
の
農
地
面
積
は
、
60
・
6

㌶
で
、
う
ち
51
・
9
㌶
が
柚
子
、

8
・
7
㌶
が
田
畑
で
あ
る
。
柚

子
産
業
は
、
馬
路
村
農
協
が
生

産
、
加
工
、
販
売
を
行
い
、
本

村
の
中
心
産
業
と
な
っ
て
い
る
。

柚
子
や
稲
作
は
、
共
に
生
産
者

が
高
齢
化
し
、
後
継
者
不
足
も

組
む
こ
と
で
、
雇
用
の
場
を
守

り
つ
な
げ
た
い
。

問

　山
中
隆

　議
員

　
河
川
か
ら
用
水
路
へ
水
を
引

き
入
れ
る
た
め
に
必
要
な
頭
首

工
に
つ
い
て
は
、
改
修
す
べ
き

時
期
に
き
て
い
る
。
現
状
で

は
、
魚
族
に
対
す
る
配
慮
に
欠

け
、
魚
道
の
確
保
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
イ
ダ
、
ハ

エ
、
チ
チ
ブ
と
い
っ
た
魚
種
も

激
減
し
て
い
る
。

　
こ
の
際
、
改
修
に
乗
じ
て
魚

が
十
分
遡
上
で
き
る
環
境
を
整

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
こ
れ

に
つ
い
て
村
の
考
え
を
問
う
。

答

　村
長

　
安
田
川
は
、
ダ
ム
の
無
い
き

れ
い
な
川
と
し
て
、
後
世
に
つ

な
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
河

川
環
境
は
生
活
状
況
や
地
球
温

暖
化
に
よ
り
変
化
し
、
魚
族
が

減
少
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

が
、
保
全
に
関
し
て
は
安
田
町

や
各
方
面
と
連
携
を
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

答

　産
業
建
設
課
長

　
現
在
、
安
田
川
に
お
け
る
頭

首
工
は
、
未
利
用
と
な
っ
た
も

の
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
あ
り
、
改

修
や
取
り
壊
し
に
つ
い
て
各
管

理
者
が
対
策
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　
本
村
で
は
８
カ
所
の
頭
首
工

が
存
在
し
、
現
地
調
査
の
結

果
、
改
修
を
要
す
る
箇
所
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
公
共
性
の
高
い

頭
首
工
に
つ
い
て
は
受
益
者
負

担
な
し
で
改
修
を
進
め
る
こ
と

を
決
定
し
た
が
、
河
川
管
理
者

（
県
）
と
の
協
議
や
鮎
の
漁
期

等
を
避
け
る
た
め
長
期
的
な
工

期
な
ど
の
調
整
を
要
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

　
魚
族
な
ど
河
川
の
生
態
系
を

守
る
取
り
組
み
は
、
自
治
体
が

一
定
の
負
担
を
し
な
が
ら
河
川

管
理
者
で
あ
る
県
に
お
い
て
、

必
要
な
改
修
と
と
も
に
魚
道
を

整
備
す
る
対
策
が
で
き
な
い
か

な
ど
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

検
討
し
た
い
。

　
そ
し
て
、
今
後
の
河
川
再
生

は
、
森
の
再
生
と
セ
ッ
ト
で
取

り
組
む
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
、
生
態
系
の
復
活
を
大
き
な

目
標
と
し
た
い
。

問

　清
岡
博
基

　議
員

　
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
に
つ
い
て

は
、
設
立
当
初
計
画
し
た
木
製

ト
レ
イ
の
製
造
販
売
が
で
き

ず
、
経
営
の
状
況
を
圧
迫
し
て

い
る
。
部
門
別
で
は
、
当
初
の

予
想
と
異
な
り
、
山
の
伐
採
、

搬
出
、
保
育
間
伐
等
を
行
う
事

業
課
が
立
派
に
健
闘
し
黒
字
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
加
工
課

は
、
間
伐
材
を
生
か
し
た
モ
ナ

ッ
カ
バ
ッ
ク
や
団
扇
の
販
路
拡

大
に
苦
戦
し
て
い
る
。
業
績
の

改
善
に
つ
い
て
説
明
を
求
め

る
。

答

　村
長

　
エ
コ
ア
ス
馬
路
村
は
、
村
の

情
報
を
発
信
し
販
売
す
る
総
務

企
画
課
、
森
林
整
備
と
と
も
に

人
材
育
成
を
担
う
事
業
課
、
新

し
い
木
の
か
た
ち
を
製
造
す
る

加
工
課
の
３
部
門
で
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

　
事
業
課
は
、
国
有
林
野
事
業

や
森
林
組
合
等
の
森
林
整
備
の

請
負
な
ど
で
経
営
の
中
心
を
担

っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
加
工
課
に
つ
い
て
は
、
設
立

当
初
、
木
製
ト
レ
イ
を
主
に
製

造
し
、
全
国
森
林
組
合
連
合
会

が
全
量
を
買
い
取
り
販
売
す
る

契
約
で
事
業
を
計
画
し
て
い
た

が
、
十
分
に
契
約
の
履
行
が
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
い
る
。
全
国
森
林

組
合
連
合
会
に
対
し
て
は
、
今

後
と
も
、
政
治
的
な
力
も
借
り

な
が
ら
、
要
望
活
動
を
続
け

る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
新
商
品
の

開
発
販
売
や
、
海
外
へ
の
販
路

拡
大
（
現
在
停
止
中
）
、
馬
路

村
農
業
協
同
組
合
の
支
援
に
よ

る
ビ
ン
取
引
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
結
果
、
全
体
と
し
て
手

持
ち
資
金
が
回
復
し
て
き
て
い

る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
安
定
的

な
経
営
に
つ
な
げ
た
い
。

　
そ
し
て
、
新
た
に
馬
路
村
森

林
組
合
か
ら
工
芸
部
門
が
加
わ

っ
た
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
販
売

価
格
や
商
品
の
幅
を
生
か
し
な

が
ら
、
市
場
性
を
見
極
め
て
新

し
い
も
の
に
挑
戦
し
続
け
た
い
。

　平成25年6月定例議会は、6月13日から19日までの7日間の会期で開催された。
　13日は、諸般の報告に続いて、平成24年度専決処分などの承認議案5件並びに繰
越明許費の報告3件を受け、その後、平成25年度の補正予算案3件が提案説明され
た。
　14日から17日までは、議案精査のため休会。
　18日は、4氏が一般質問の後、平成25年度補正予算案および追加された条例議案
2件の審議、採決を行い、全てを可決して、会期を１日繰り上げ閉会した。

問

　清
岡
宏
敏

　議
員

　
村
内
で
は
過
去
に
、
事
業
所

で
の
窃
盗
や
リ
フ
ォ
ー
ム
詐
欺

な
ど
の
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
県
内
で
は
高
齢
者
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
詐
欺
事
件
も
発

生
し
て
い
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
立
し

た
安
心
・
安
全
な
村
づ
く
り
を

目
指
し
、
村
の
主
な
出
入
り
口

に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考

え
は
な
い
か
を
問
う
。

答

　村
長

　
安
全
で
、
明
る
く
住
み
や
す

い
地
域
社
会
の
実
現
に
向
け
て

は
、
悪
質
商
法
に
対
す
る
注
意

や
通
学
安
全
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
も
っ
て
対
策
し
て
い
る
。

　
近
年
、
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
あ

ら
ゆ
る
事
件
で
力
を
発
揮
し
解

決
へ
と
つ
な
が
る
手
段
と
し

て
、
犯
罪
の
予
防
と
な
っ
て
い

る
。
村
の
出
入
り
口
で
あ
る
県

道
に
つ
い
て
も
、
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置
で
き
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
安

全
・
安
心
の
た
め
、
設
置
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
。

問

　清
岡
宏
敏

　議
員

　
馬
路
地
区
、
魚
梁
瀬
地
区
に

あ
る
忠
霊
塔
は
、
そ
れ
ぞ
れ
57

人
、
21
人
の
英
霊
が
祭
ら
れ
て

い
る
。

　
こ
れ
ま
で
遺
族
の
か
た
が
た

が
手
入
れ
を
さ
れ
て
き
た
が
、

補
修
が
必
要
な
と
こ
ろ
も
あ
る
。

今
後
、
村
と
し
て
管
理
、
補
修

す
る
予
定
は
な
い
か
問
う
。

答

　村
長

　
村
内
の
忠
霊
塔
に
つ
い
て

は
、
馬
路
村
史
に
よ
る
と
、
魚

梁
瀬
忠
霊
塔
は
、
日
清
、
太
平

洋
の
二
大
戦
争
に
、
馬
路
忠
霊

塔
は
日
清
、
日
露
、
満
州
、
支

那
、
太
平
洋
の
戦
争
に
殉
じ
た

英
霊
を
鎮
め
祭
る
た
め
に
、
そ

れ
ぞ
れ
昭
和
39
年
、
昭
和
31
年

に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
村
で
は
、
戦
没
者

追
悼
式
を
開
催
し
哀
悼
の
意
を

表
し
て
き
た
が
、
近
年
は
高
知

県
全
体
の
追
悼
式
が
県
の
主
催

で
催
さ
れ
る
た
め
、
こ
れ
に
遺

族
代
表
者
や
議
長
ら
と
と
も
に

参
加
し
て
い
る
。

　
今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
遺
族
会
と
協
議
し
な
が

ら
、
村
で
行
い
た
い
。

問

　皆
津
由
理

　議
員

　
災
害
や
停
電
時
で
も
有
効
な

ソ
ー
ラ
ー
式
や
L
E
D
の
街
路

灯
な
ど
を
、
二
次
災
害
の
防
止

や
避
難
路
の
安
全
確
保
の
た

め
、
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か

問
う
。

答

　村
長

　
災
害
時
等
に
安
全
な
場
所
に

避
難
し
、
安
否
確
認
を
す
る
た

め
に
は
、
避
難
場
所
と
と
も
に

避
難
路
の
整
備
が
重
要
と
考
え

る
。

答

　総
務
課
長

　
本
村
に
お
け
る
地
震
に
よ
る

災
害
は
、
家
屋
倒
壊
の
懸
念
と

と
も
に
火
災
や
崩
壊
の
発
生
が

想
定
さ
れ
る
。
ま
ず
は
、
自
分

の
身
を
守
り
、
家
族
、
近
所
の

安
否
確
認
と
全
体
の
被
害
把
握

が
必
要
で
あ
る
。

　
避
難
路
と
と
も
に
明
か
り
の

確
保
は
住
民
の
安
心
に
つ
な
が

る
が
、
現
在
、
村
に
あ
る
街
路

灯
は
停
電
時
に
機
能
し
な
い
。

停
電
時
に
有
効
な
街
路
灯
は
、

多
額
の
経
費
を
要
す
る
た
め
、

避
難
場
所
を
中
心
に
導
入
を
検

討
し
た
い
。
ま
た
、
停
電
時
に

明
か
り
が
自
動
で
確
保
で
き
る

充
電
式
L
E
D
ラ
イ
ト
に
つ
い

て
も
各
家
庭
へ
の
導
入
を
検
討

し
た
い
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
防
災
に
関

す
る
対
策
と
し
て
、
避
難
路
の

安
全
確
保
の
た
め
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
改
修
補
助
な
ど
も
予
定
し
て

い
る
ほ
か
、
各
地
区
の
防
災
倉

庫
に
情
報
伝
達
機
器
や
備
蓄
食

料
、
発
電
機
な
ど
の
配
備
を
予

定
し
て
い
る
。

う
ち
わ



帰りたくないよ～
でも今まで、みんな
ありがとう！！
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　平成25年８月から「ショーン・マクドナルド」
（ニュージーランド、ウェリントン出身）が国際
交流員として馬路村に来ます。CIR（国際交流員）

ベンジャミンからショーンへバトンタッチベンジャミンからショーンへバトンタッチベンジャミンからショーンへバトンタッチ

大
好
き
な
猫
と
一
緒
に

　東京と馬路村の生活の違い、特
に人との交流について興味があり、
また私は言語学を大学で専攻した
ので、馬路の方言を聞けることも
楽しみにしています。馬路村に行
けることになって、とても幸運で
す。

　私の趣味は写真を撮ること、旅
をすること、それから散歩をする
ことです。馬路村の大自然の中を
歩きながら写真を撮るのを楽しみ
にしています。

　料理はまだそんなに上手ではな
いですが、馬路村の名物である柚
子を使っていろいろな料理を作っ
てみたいので、皆さんぜひ教えて
ください。

　もちろん、国際交流員の仕事と
してニュージーランドの文化を紹
介するつもりです。

 皆さんとお会いできることを楽し
みにしています。　
　どうぞよろしくお願いします。

ヴィクトリア大学の卒業式にて

▲大学の校舎 ▲ウェリントン▲大学の看板 ▲馬路中学校全校生徒と

　皆さん、こんにちは。
　私は馬路村の新しい国際交流
員のショーン・マクドナルドで
す。名字は有名なハンバーガー
のレストランの名前と同じなの
で覚えやすいと思います。
　年齢は22歳で、ニュージーラ
ンドの首都、ウェリントン出身
です。
　2010年、大学2年生の時に東
京にある明治学院大学で1年間
留学していました。
　2012年末に、ウェリントンに
あるヴィクトリア大学を卒業し、
日本語と言語学の学位を取得し
ました。

はじめまして！

趣味は写真撮影
です。腕前は
プロ級です。

　イギリスでは「Time flies when you’re having 
fun（楽しい時は、時間の経つのがあっという間
になる）」とよく言われます。今、この２年間
を振り返って馬路村を離れていくことになった
時、この言葉が浮かんできます。皆さんが私を
あたたかく歓迎してくれたおかげで、毎日が楽
しく貴重な思い出がたくさんでき、とても嬉し
かったです。

　イギリスの田舎の小さな村で育った私は、初
めて馬路村に着いたときから、不安な感じが一
切ありませんでした。しかし、初めて馬路に着
いた日のことを今でも明確に覚えています。教
育委員会の歓迎会が終わり家に帰ろうとしたら、
家の奥から誰かの声がして、「まさか幽霊か？！ど
ろぼうか？！」と思い、玄関のドアを開けてみたら、
私の台所に設置されたスピーカー（有線放送）
からの声でした！ショック！
　あの2011年の８月の日から、馬路村で過ごし
た時間は最高でした。馬路と魚梁瀬の保育所や
小・中学校の元気な児童生徒たちに教えること
ができてとても光栄でした。
　しかし、仕事だけではなく、毎日の生活でも
たくさんの発見と経験ができて、とても感謝し
ています。

　さまざまなイベント、山師達人選手権大会や、
田植え、はし拳大会、おみこし、村民運動会、駅
伝大会など数えられないぐらい誘ってくれて嬉し
かったです。
　また、最後の心臓破りフルマラソンに参加する
ことができて光栄でした。初めてのフルマラソン
だったので途中あきらめたいときもありましたが、
馬路村の子どもたちが１キロぐらい一緒に走りな
がら、応援してくれたことがすごく思い出に残っ
ています。その応援があったおかげで私はイギリ
スの国旗を持ち上げてゴールすることができまし
た！ありがとう！
　私の家族も馬路村のことをすごく気に入ってい
ます。2012年の春、父と弟が初めて日本に来て、
東京や、京都の観光地を巡りました。馬路に来て
からはイギリスへ帰りたくないくらい楽しかった
みたいで、家族に「今年でイギリスに帰るよ」と
言ったら、「なんでだよ！もう１回馬路村に行っ
てみたかったのに！」と叱られました！
　この素晴らしい２年間は、馬路村の皆さんあっ
ての経験でした。村の人々がいつも気軽に声をか
けてくれたことや、子どもたちの元気な笑顔、英
語で挨拶をしてくれたことなどは心に残っていま
す。イギリスへ帰りますが、私はいつまでも決し
て馬路村の皆さんのことを忘れません！
　ありがとうございました！
　お元気でね！

ベンジャミン・ウェイン・ウィルフォード

フルマラソン大会

山師達人選手権大会

２年間がこんなに早く経つなんて！

光陰矢のごとし光陰矢のごとし
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「アナフィラキシ－」
アナフィラキシーとは
　アレルギー反応の中、最も怖いのが「アナフィ
ラキシー」という症状で、全身性の急性アレルギ
ーのことをいいます。アレルギー反応を起こすも
の（アレルゲン）が体に入ると免疫が働き、2回
目以降の侵入に備えます。
　そして再びアレルゲンが侵入すると、下記のよ
うな各症状が起こりますが、症状は数分～十数分
という短時間の間に出現し、治療を行わなければ
（最悪）死亡することもあります。有名なもので
は、スズメバチによるアナフィラキシーショック
などです。
治療
　治療の中でも重要視されているのが、アドレナ
リンの投与です。薬の力で症状を抑制することが
でき、治療が早ければ早いほどその効果は高く、

重症化を避けることができます。そのため、最近
では携帯型のアドレナリン製剤（エピペン®）も
発売されています。馬路村では食物アレルギーを
お持ちの方やハチに刺された方を中心に、診療所
で処方しています。
アレルギー対処法
　軽い症状を含め、過去に症状があった方は、2
回目以降も症状が軽いとは限りません。様子を見
ることも大切ですが、おかしいな？と思ったら、
できるだけ早く医療機関で受診しましょう。
　一般的に、虫刺されでは20～30分ほど様子を見
て異常がなければひとまずは安心ですが、食物な
どは時間が経ってからアレルギー反応が起こるこ
ともあるので、注意が必要です。
お知らせ
　月に１回、健康教室が開催されています。
　糖尿病を中心に、健康に興味のある方、ぜひお
越しください。
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　ハチに刺されたりムカデなどにかまれる方
が多くなる季節となりました。今回は、虫刺
されなどによって起こる急なアレルギー反応
についてお話しします。
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▲上流側からの栃谷ろ過池全景

▲栃谷ろ過池内部

役場職員の給与
　役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された高知県人事委員会勧告に準じた内容
で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議会に提
出されたのち、議会の議決をもって決定されています。

１．職員給与費の状況（一般会計予算：平成25年度当初）

2.  職員の平均給料月額・平均給与月額および
　　平均年齢の状況（一般会計予算：平成25年度当初）　

6.  特別職の報酬等の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長 主　監

課　長
支所長
会計管理者

職 員 数 8人 2人 10人 8人 4人 6人

構 成 比

扶　養　手　当
配偶者 13,000円

1人目から　6,500円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算

家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給

 55,000円までは全額支給

距離に応じ　2,000円～24,500円を支給

なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

期末手当

1.20月分

1.35月分

2.55月分

勤勉手当

0.65月分

0.65月分

1.30月分

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者

交通用具使用者

片道2km未満の者

支給期別

6月期

12月期

計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

21.1％ 5.3％ 26.3％ 21.0％ 10.5％ 15.8％

計

38人

100.0％

区　　　　　　　分

 ※平均給与月額とは、平均給料月額に
　 扶養手当、住居手当等の手当を加算
　 したものです。

一般行政職
大  学  卒

高  校  卒

161,900円

140,400円

初　任　給 月額

696,000円

604,000円

562,000円

236,000円

190,000円

162,000円

期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

309,402円 333,254円 40.6歳

職　員　数
１人当たり
給　与　費

5,362

給　　　　　 与　　　　　 費

給　　　料 職 員  手  当 期末・勤勉手当 計

平成25年度 38人 141,093 13,986 48,696 203,775

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

1.20月分

1.35月分

2.55月分

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

計

1.85月分

2.00月分

3.85月分

制度上の段階、職務の

等級による加算措置
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す
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す
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払
方
法

　
送
付
ご
希
望
の
方
は
、
届
け

先
の
正
確
な
住
所
と
氏
名
を
ご

記
入
の
う
え
、
5
百
円
を
教
育

委
員
会
へ
直
接
持
参
く
だ
さ
る

か
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
「
う
ま
じ
」
を

　郵
送
い
た
し
ま
す

　
住
宅
･
土
地
統
計
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計

調
査
で
、
全
国
約
3
5
0
万
世

帯
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す
。

　
住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
、
5
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
影
地
区
の
17
世
帯

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
調
査

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
9

月
23
日
か
ら
、
調
査
員
が
調
査

　
放
送
大
学
は
今
年
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。
誰
に
で
も
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
、
学
び
た
い
人

す
べ
て
に
門
戸
を
開
い
て
い
ま

す
。
学
部
へ
の
入
学
に
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
15
歳
か
ら
入
学

で
き
ま
す
。

　
好
き
な
科
目
を
ゆ
っ
く
り
学

ん
で
い
る
人
や
大
学
卒
業
を
目

標
に
学
ん
で
い
る
人
、
資
格
取

得
を
目
指
し
て
特
定
科
目
（
心

理
学
・
教
育
学
・
看
護
学
な

ど
）
を
集
中
的
に
学
ん
で
い
る

人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
幅
広
い
世
代
の

人
た
ち
（
10
代
〜
80
代
）
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
自
由

な
学
び
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
た

だ
今
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　出
願
期
間
　
　

８
月
31
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
８
８
―
８
４
３
―
４
８
６
４
）

ま
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

票
の
配
付
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
25
年

　住
宅
･
土
地
統
計
調
査

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
平
成
22
年
度
か
ら
の
馬
路
地
区
簡
易
水

道
施
設
改
修
事
業
は
、
平
成
23
年
度
ま
で

に
下
田
地
区
、
東
川
地
区
、
栃
谷
ろ
過
池

ま
で
の
配
水
管
の
布
設
替
え
工
事
が
完
了

し
、
平
成
24
年
度
に
栃
谷
ろ
過
池
の
新
設

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
栃
谷
ろ
過
池
は
、
昭
和
46
年
か
ら
の
稼

働
で
、
築
40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
が

著
し
く
改
修
の
時
期
を
迎
え
て
い
た
た
め
、

事
業
費
８
，
５
０
０
万
円
を
か
け
て
改
築

し
ま
し
た
。
一
日
の
ろ
過
水
量
は
３
０
０

㎥
で
、
旧
ろ
過
池
と
比
べ
お
よ
そ
1.5
倍
の

能
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
全
覆
蓋
構

造
で
、
外
部
か
ら
の
汚
染
の
侵
入
を
防
止

し
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
栃
谷
配
水
池
の
改
修
工
事

を
７
月
か
ら
12
月
、
影
地
区
の
配
水
管
布

設
替
え
工
事
を
９
月
か
ら
２
月
末
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
に
は
日
浦

地
区
の
配
水
管
布
設
替
え
工
事
、
役
場
で

水
道
施
設
を
監
視
で
き
る
中
央
監
視
盤
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
量
水
器
ま
で
の
給

水
管
の
布
設
の
た
め
、
家
庭
前
で
の
工
事

に
よ
る
騒
音
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ぞ
う

ぜ
ん
ふ
く
が
い
こ
う

栃谷新ろ過池完成馬路地区簡易水道施設
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▲上流側からの栃谷ろ過池全景

▲栃谷ろ過池内部

役場職員の給与
　役場職員の給与を公表します。給与は民間給与との比較により出された高知県人事委員会勧告に準じた内容
で条例議案がつくられ、特別職等の報酬は特別職報酬等審議会での審議を経て、いずれも村長により議会に提
出されたのち、議会の議決をもって決定されています。

１．職員給与費の状況（一般会計予算：平成25年度当初）

2.  職員の平均給料月額・平均給与月額および
　　平均年齢の状況（一般会計予算：平成25年度当初）　

6.  特別職の報酬等の状況

3.  一般行政職の級別職員数の状況

5.  職員手当の状況

4.  職員の初任給の状況

区　　　分

区　　分

区　　　　　　　　　　分 状　　　　　　　　　　況

1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級

標準的な
職務内容

主事補
主　事 主　任 主　幹 係　長 主　監

課　長
支所長
会計管理者

職 員 数 8人 2人 10人 8人 4人 6人

構 成 比

扶　養　手　当
配偶者 13,000円

1人目から　6,500円　　16～22歳の子　1人　5,000円加算

家賃　12,000円を超える場合
家賃に応じて　27,000円を限度に支給

 55,000円までは全額支給

距離に応じ　2,000円～24,500円を支給

なし

有（ ）ただし、特例措置により、勤勉手当に
ついては、加算措置を行わない

期末手当

1.20月分

1.35月分

2.55月分

勤勉手当

0.65月分

0.65月分

1.30月分

配偶者以外の扶養親族

借家の場合

交通機関等利用者

交通用具使用者

片道2km未満の者

支給期別

6月期

12月期

計

住　居　手　当

通　勤　手　当

期末・勤勉手当

21.1％ 5.3％ 26.3％ 21.0％ 10.5％ 15.8％

計

38人

100.0％

区　　　　　　　分

 ※平均給与月額とは、平均給料月額に
　 扶養手当、住居手当等の手当を加算
　 したものです。

一般行政職
大  学  卒

高  校  卒

161,900円

140,400円

初　任　給 月額

696,000円

604,000円

562,000円

236,000円

190,000円

162,000円

期末手当

一　　　般　　　行　　　政　　　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

309,402円 333,254円 40.6歳

職　員　数
１人当たり
給　与　費

5,362

給　　　　　 与　　　　　 費

給　　　料 職 員  手  当 期末・勤勉手当 計

平成25年度 38人 141,093 13,986 48,696 203,775

（単位：千円）

6月期

12月期

合　計

1.20月分

1.35月分

2.55月分

区　　　分

村　　　長

副　村　長

教　育　長

議　　　長

副　議　長

議　　　員

計

1.85月分

2.00月分

3.85月分

制度上の段階、職務の

等級による加算措置

　
村
内
で
は
、
全
戸
に
配
布
し

て
い
ま
す
が
、
ご
兄
弟
や
、
お

子
さ
ん
な
ど
、
村
外
で
暮
ら
し

て
い
る
方
が
広
報
う
ま
じ
を
ご

希
望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
直
接

馬
路
村
教
育
委
員
会
か
ら
郵
送

い
た
し
ま
す
。

　
広
報
う
ま
じ
は
、
原
則
一
年

に
6
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

支
払
方
法

　
送
付
ご
希
望
の
方
は
、
届
け

先
の
正
確
な
住
所
と
氏
名
を
ご

記
入
の
う
え
、
5
百
円
を
教
育

委
員
会
へ
直
接
持
参
く
だ
さ
る

か
、
郵
便
局
の
定
額
小
為
替
で

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

広
報
「
う
ま
じ
」
を

　郵
送
い
た
し
ま
す

　
住
宅
･
土
地
統
計
調
査
は
、

統
計
法
に
基
づ
い
た
基
幹
統
計

調
査
で
、
全
国
約
3
5
0
万
世

帯
を
対
象
と
し
た
調
査
で
す
。

　
住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
、
5
年
ご

と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
影
地
区
の
17
世
帯

が
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
調
査

対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
9

月
23
日
か
ら
、
調
査
員
が
調
査

　
放
送
大
学
は
今
年
30
周
年
を

迎
え
ま
す
。
誰
に
で
も
開
か
れ

た
大
学
と
し
て
、
学
び
た
い
人

す
べ
て
に
門
戸
を
開
い
て
い
ま

す
。
学
部
へ
の
入
学
に
試
験
は

あ
り
ま
せ
ん
。
15
歳
か
ら
入
学

で
き
ま
す
。

　
好
き
な
科
目
を
ゆ
っ
く
り
学

ん
で
い
る
人
や
大
学
卒
業
を
目

標
に
学
ん
で
い
る
人
、
資
格
取

得
を
目
指
し
て
特
定
科
目
（
心

理
学
・
教
育
学
・
看
護
学
な

ど
）
を
集
中
的
に
学
ん
で
い
る

人
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
て
幅
広
い
世
代
の

人
た
ち
（
10
代
〜
80
代
）
が
学

ん
で
い
ま
す
。

　
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
自
由

な
学
び
を
始
め
ま
せ
ん
か
。
た

だ
今
、
10
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　出
願
期
間
　
　

８
月
31
日
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
高
知
学
習
セ
ン
タ
ー

（
０
８
８
―
８
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３
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４
８
６
４
）

ま
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

票
の
配
付
に
伺
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
回
答

も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

平
成
25
年

　住
宅
･
土
地
統
計
調
査

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　
平
成
22
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度
か
ら
の
馬
路
地
区
簡
易
水

道
施
設
改
修
事
業
は
、
平
成
23
年
度
ま
で

に
下
田
地
区
、
東
川
地
区
、
栃
谷
ろ
過
池

ま
で
の
配
水
管
の
布
設
替
え
工
事
が
完
了

し
、
平
成
24
年
度
に
栃
谷
ろ
過
池
の
新
設

工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
栃
谷
ろ
過
池
は
、
昭
和
46
年
か
ら
の
稼

働
で
、
築
40
年
以
上
経
過
し
、
老
朽
化
が

著
し
く
改
修
の
時
期
を
迎
え
て
い
た
た
め
、

事
業
費
８
，
５
０
０
万
円
を
か
け
て
改
築

し
ま
し
た
。
一
日
の
ろ
過
水
量
は
３
０
０

㎥
で
、
旧
ろ
過
池
と
比
べ
お
よ
そ
1.5
倍
の

能
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
全
覆
蓋
構

造
で
、
外
部
か
ら
の
汚
染
の
侵
入
を
防
止

し
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
水
道
水
を
供
給

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
栃
谷
配
水
池
の
改
修
工
事

を
７
月
か
ら
12
月
、
影
地
区
の
配
水
管
布

設
替
え
工
事
を
９
月
か
ら
２
月
末
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度
に
は
日
浦

地
区
の
配
水
管
布
設
替
え
工
事
、
役
場
で

水
道
施
設
を
監
視
で
き
る
中
央
監
視
盤
の

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
村
民
の
皆
さ
ま
に
は
量
水
器
ま
で
の
給

水
管
の
布
設
の
た
め
、
家
庭
前
で
の
工
事

に
よ
る
騒
音
な
ど
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ぞ
う

ぜ
ん
ふ
く
が
い
こ
う

栃谷新ろ過池完成馬路地区簡易水道施設
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詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
        安芸市本町３丁目１１－５（Smile Aki前 ２Ｆ）
        電　話 ０８８７－３５－２７４９
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募集種目 資格 受付期間 試験日

航空学生

一般曹候補生

防衛医科大学校
医学学科学生
衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

自衛官候補生

防衛大学校

男子
女子
推薦
総合選抜
一般前期

一般後期

高卒（見込み）
21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

8月1日～9月6日

8月1日～9月6日
8月1日～9月15日
8月1日～9月6日
9月5日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
26年1月22日
～1月31日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

1次　9月21日

1次　9月16日
9月16日
9月24日
9月28･29日
1次  9月28日
1次 11月9・10日

1次 26年3月１日

1次 11月2･3日

1次 10月19日

職場でのトラブルでお悩みの方は
「総合労働相談コ－ナ－」へ！

　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴
い、個々の労働者と事業主の間で、労働関係についての
紛争が増加しています。高知労働局では、こうした個別
労働紛争に対する援助サ－ビスを無料で提供し、解決に
向けてのお手伝いをしています。
　もしも、職場でのトラブルでお困りの場合は「総合労働
相談コ－ナ－」をご活用ください。

お問い合わせ先
●高知労働局総合労働相談コ－ナ－
　☎０８８（８８５）６０２７
　　０１２０（７８３）７２２
●安芸総合労働相談コ－ナ－
　（安芸労働基準監督署内）
　☎０８８７（３５）２１２８

全国一斉！「法務局休日相談所」開設

　高知地方法務局では、土地、建物や会社の登記
手続き、相続や遺言などに関する相談をはじめ、
戸籍、供託、人権に関する相談、土地の境界に関
する相談など、次のとおり、一日無料相談所を開
設します。
　予約等は不要となっていますので、ぜひ、ご利
用ください。

■日　　時：平成２５年１０月６日（日）
　　　　　　午前１０時～午後３時まで
■開設場所：高知地方法務局安芸支局
■相談内容：登記・戸籍・供託・人権擁護に関す
　　　　　　る相談・土地の境界に関する相談
■相 談 員：法務局職員、司法書士、土地家屋調査士
■そ の 他：相談は無料、秘密は厳守します。

お問い合わせ先：高知地方法務局総務課
　　　　　　　　 ☎０８８７（３５）２２７２  

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ
平成２５年度『自衛官募集』案内
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お知らせお知らせ

人　　口
月中異動

月末現在
人口合計出生

６

７

０

1

０

０

０

２

０

２

４

２

０

０

４

４

９７１

９６９

月

月

増　　　加

転入 職権 計 死亡

減　　　少 馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

転出 職権 計

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定

０

1

７７９人、
１９０人、

馬路村特別村民 ７,４５０人
（７月３１日現在）

３５４世帯
９６世帯

8　　月
県下一斉避難訓練及び地域のみんなで自主防災訓練                                           
バラ風呂　パッチワ－ク教室（就業改善センタ－）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

有害物収集　　　　　　　　　　　　　　　　　　
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）

県立巡回図書（就業改善センタ－前）

県立巡回図書（魚梁瀬多目的施設前）

リサイクル収集

乳児健診（田野町保健センター）13：00～

敬老会（魚梁瀬）

古紙収集（魚梁瀬）                                                                                              
敬老会（馬路）

第33回馬路おしどりマラソン大会  　　　　　　　
パッチワ－ク教室（就業改善センタ－）

敬老の日

絵本の読み聞かせ（馬路保育所、就業改善センタ－）

馬路保・小・中合同運動会

魚梁瀬保・小・中合同運動会

秋分の日

リサイクル収集

古紙収集（馬路）　　　　　　　　　　　　　　　
健康づくり講演会（馬路温泉）17：00～

9　　月

バラ風呂

魚梁瀬夏のキャンプ（～4日）

有害物収集　
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）　　　　　　

乳児健診（田野町保健センター）13：00～　

古紙収集（魚梁瀬）

リサイクル収集

馬路納涼祭

林道西谷朝日出線開通式　
絵本の読み聞かせ（馬路保育所、就業改善センタ－）
1歳6カ月児健診（田野町保健センター）13：00～
乳がん・子宮がん検診（魚梁瀬多目的施設）13：00～

古紙収集（馬路）　　　　　　　　　　　　　　　

リサイクル収集　　　　　　　　　　　　　　　　

3歳児健診（田野町保健センター）13：00～
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詳しくは自衛隊高知地方協力本部 安芸地域事務所までご連絡ください。
        安芸市本町３丁目１１－５（Smile Aki前 ２Ｆ）
        電　話 ０８８７－３５－２７４９
        ＵＲＬ http://www.mod.go.jp/pco/kochi/　
        携帯サイト http://www.mod.go.jp/pco/kochi/itop.htm

募集種目 資格 受付期間 試験日

航空学生

一般曹候補生

防衛医科大学校
医学学科学生
衛医科大学校
看護学科学生
（自衛官コース）

自衛官候補生

防衛大学校

男子
女子
推薦
総合選抜
一般前期

一般後期

高卒（見込み）
21歳未満の者

18歳以上
27歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

高卒（見込み）
21歳未満の者

8月1日～9月6日

8月1日～9月6日
8月1日～9月15日
8月1日～9月6日
9月5日～9月9日
9月5日～9月9日
9月5日～9月30日
26年1月22日
～1月31日

9月5日～9月30日

9月5日～9月30日

1次　9月21日

1次　9月16日
9月16日
9月24日
9月28･29日
1次  9月28日
1次 11月9・10日

1次 26年3月１日

1次 11月2･3日

1次 10月19日

職場でのトラブルでお悩みの方は
「総合労働相談コ－ナ－」へ！

　人事労務管理の個別化や雇用形態の変化などに伴
い、個々の労働者と事業主の間で、労働関係についての
紛争が増加しています。高知労働局では、こうした個別
労働紛争に対する援助サ－ビスを無料で提供し、解決に
向けてのお手伝いをしています。
　もしも、職場でのトラブルでお困りの場合は「総合労働
相談コ－ナ－」をご活用ください。

お問い合わせ先
●高知労働局総合労働相談コ－ナ－
　☎０８８（８８５）６０２７
　　０１２０（７８３）７２２
●安芸総合労働相談コ－ナ－
　（安芸労働基準監督署内）
　☎０８８７（３５）２１２８

全国一斉！「法務局休日相談所」開設

　高知地方法務局では、土地、建物や会社の登記
手続き、相続や遺言などに関する相談をはじめ、
戸籍、供託、人権に関する相談、土地の境界に関
する相談など、次のとおり、一日無料相談所を開
設します。
　予約等は不要となっていますので、ぜひ、ご利
用ください。

■日　　時：平成２５年１０月６日（日）
　　　　　　午前１０時～午後３時まで
■開設場所：高知地方法務局安芸支局
■相談内容：登記・戸籍・供託・人権擁護に関す
　　　　　　る相談・土地の境界に関する相談
■相 談 員：法務局職員、司法書士、土地家屋調査士
■そ の 他：相談は無料、秘密は厳守します。

お問い合わせ先：高知地方法務局総務課
　　　　　　　　 ☎０８８７（３５）２２７２  

来春、大学・高校・専門学校を卒業の皆様へ
平成２５年度『自衛官募集』案内
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月中異動

月末現在
人口合計出生
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減　　　少 馬　路
魚梁瀬
　（外国人含む）

転出 職権 計

8月・9月 むらの行事予定8月・9月 むらの行事予定

０

1

７７９人、
１９０人、

馬路村特別村民 ７,４５０人
（７月３１日現在）

３５４世帯
９６世帯

8　　月
県下一斉避難訓練及び地域のみんなで自主防災訓練                                           
バラ風呂　パッチワ－ク教室（就業改善センタ－）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

有害物収集　　　　　　　　　　　　　　　　　　
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）

県立巡回図書（就業改善センタ－前）

県立巡回図書（魚梁瀬多目的施設前）

リサイクル収集

乳児健診（田野町保健センター）13：00～

敬老会（魚梁瀬）

古紙収集（魚梁瀬）                                                                                              
敬老会（馬路）

第33回馬路おしどりマラソン大会  　　　　　　　
パッチワ－ク教室（就業改善センタ－）

敬老の日

絵本の読み聞かせ（馬路保育所、就業改善センタ－）

馬路保・小・中合同運動会

魚梁瀬保・小・中合同運動会

秋分の日

リサイクル収集

古紙収集（馬路）　　　　　　　　　　　　　　　
健康づくり講演会（馬路温泉）17：00～

9　　月

バラ風呂

魚梁瀬夏のキャンプ（～4日）

有害物収集　
絵本の読み聞かせ（魚梁瀬保育所）　　　　　　

乳児健診（田野町保健センター）13：00～　

古紙収集（魚梁瀬）

リサイクル収集

馬路納涼祭

林道西谷朝日出線開通式　
絵本の読み聞かせ（馬路保育所、就業改善センタ－）
1歳6カ月児健診（田野町保健センター）13：00～
乳がん・子宮がん検診（魚梁瀬多目的施設）13：00～

古紙収集（馬路）　　　　　　　　　　　　　　　

リサイクル収集　　　　　　　　　　　　　　　　

3歳児健診（田野町保健センター）13：00～
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村内あちらこちら

　山
口
県・島
根
県
で
記
録
的
豪
雨

に
よ
り
、土
砂
崩
れ
や
浸
水
な
ど

で
、死
傷
者
や
行
方
不
明
者
が
出
ま

し
た
。気
象
庁
で
は
記
録
的
短
時
間

大
雨
情
報
を
発
表
し
、最
大
級
の

警
戒
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
　
　
　

　い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
自
然
災
害
で
す
。私
た
ち
も
日

頃
か
ら
の
防
災
意
識
を
高
め
、万
が

一の
と
き
に
備
え
て
お
く
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

（
晃
）

 7月26日　馬路・魚梁瀬保育所合同宿泊保育

6月22日　虫送り（日浦地区）

6月22日　第9回ケロケロ祭り（魚梁瀬多目的施設）

7月5日　夕涼み会（魚梁瀬保育所）

7月28日　中芸消防大会（奈半利町）

防災特集 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・２・３

健康教室・家庭医道場 ・・・・・・・・・・・４

訪問リハビリテーション・馬路村俳壇 ・・５

おらが村の学校便り ・・・・・・・・・・６・７

議会だよりNo.133 ・・・・・・・・・・・・８・９

ベンジャミンからショーンへ ・・・・・１０・１1

赤ちゃん万歳・ふるさとへの便り ・・・・１２

馬路村診療所通信 　～今日はどういたがで？～・・１３

役場職員の給与 ・・・・・・・・・・・・・・１４

栃谷新ろ過池完成 ・・・・・・・・・・・・・１５

安田川漫歩 （2） ・・・・・・・・・・・１６・１７

お知らせ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８

行事予定表 ・・・・・・・・・・・・・・・・・１９

村内あちらこちら・村のできごと ・・・・２０

 5 日 夕涼み会（魚梁瀬保育所）

13日 夕涼み会（馬路保育所）

17日 校内水泳記録会（馬路小学校）

20日 フェスティバル魚梁瀬

  校内水泳記録会（魚梁瀬小学校）

21日 参議院議員通常選挙

25日 中芸地区水泳記録会（安田小学校）

26日 馬路・魚梁瀬保育所合同宿泊保育

28日 中芸消防大会（奈半利町）

 1 日 安田川鮎漁解禁

 2 日 高知県総合防災訓練（奈半利町・馬路村）

 8 日 家庭医道場in馬路村（～9日）

 9 日 村内一斉清掃

13日 6月定例議会（～19日）

14日 狂犬病予防注射

22日 虫送り（日浦地区）

22日 第9回ケロケロ祭り（魚梁瀬多目的施設）

6月

7月

編
集
後
記

24

いつでも馬路に帰ってきてね！！

馬
路
保
育
所

▶

ありがとう　ベン先生ありがとう　ベン先生ありがとう　ベン先生ありがとう　ベン先生


